は じ め に 


あな た は 日 本 語 の 慣用 表現 を どの くら い 知 っ て いま すか 。 ま ず 、 こ の テキ 
スト か ら 知 っ て いる 慣用 表現 を 選ん で みて くだ さい 。 和 案外 知ら ちな に こと に 秒 
く の で は あり ませ ん か 。 

次 に 自分 の 国 の 慣用 表現 と 比較 し 、 共 通す る も の を 選ん で み ま し ょ J. B 
用 表現 は 人 間 の 普遍 的 な 一 面 を と ちえ て いて どの 言語 に も 共通 する も の も あ 
れ ば 、 日 本 社会 に 特有 の 表現 も あり ます 。 た と えば 「 一 人 相撲 を 取る 」 は 相 
撲 か ら 、「 先 手 を 打つ 」 は 囲碁 や 将棋 か ら 生ま れ た 表現 で す 。 

皆さん は 図書 館 で 慣用 表現 の 辞典 を 見 て 、 あ まり に も た くさ ん の 言い 回 し 
が ある の に 和 驚 く の で は あり ませ ん か 。 そ し て 、 そ の 中 か ら 実 際 の 日 常 会 話 で 
使わ れ て いる も の を 選ぶ の は 大 変 な た こと に ちがい あり ませ ん 。 

慣用 表現 は 、 意 味 を 丸 暗記 し て も 、 そ れ を 使い こなせ な けれ ば 自分 の も の 
に な っ た と は いえ ませ ん 。 本 書 で は 学習 者 の 皆さん が 、 短 い 慣 用 表現 を 文章 
を 書く と き に 使っ た り 、 会 話 の 中 で 使え を る よう に 、 よ く 使 われ る 表現 を 精選 
し 、 書 き 言 葉 と 話し 言葉 の 両方 の 例 を 出し 、 会 話 形式 を 中 心 と する 練習 問題 
を 用 意 し まし た 。 ま た 慣用 表現 に プラ ス の 意味 が ある の か 、 マ イナ ス の 意味 
が ある の か 一 目 で わか る よう に 、 [ 寺 | と [一 ] の 記号 を 入れ て あり ます 。 

[it] [8] [86] - 5 7277 — 7 6 UE c c (I8 vds これ ら は 、 皆 さき 
ん が 実際 に 慣用 表現 を 使う と き の コ ン パ ス の よう な も の で す 。 た と えば 「 手 
を 出す 」 を 見 る と 、 [一 ] の 記号 が ぁ あり 、 そ こ に は 括 定 の マー ク が 付け て あり 
ます 。「 手 を 出す 」 と いう 表現 は 、 い つも マイ ナス の 意味 を も っ て 使わ れ て い 
る の で す 。 です から 決し て 「 手 を 出し て くれ て あり が と う 」 な ど と 言っ て は 
いけ ませ ん 。 言 われ た 相手 は 皮肉 を 言わ れ た と し か 思わ な いで し ょ うか ら 。 

この 本 の 出版 に あたっ て 、 ア ルク 日 本 語 出 版 編集 部 編集 長 の 岡本 江 奈 さん 、 
編集 部 の 工藤 弓 さ ん に は 、 慣 用 表現 を 選ぶ 段階 か ら 相談 に 乗っ て いた だ きま 
し た 。 心 より お 礼 申し 上 げ ま す 。 

2002 年 2 月 佐々 木 瑞枝 
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| | この 本 を 使う 皆さん へ 


慣用 表現 は 、 人 の 気持 ちや 行動 の 様子 、 あ る い は 物事 の 状態 を 特徴 的 に 
す 便 利 な 表現 で す 。 慣 用 表現 を 使う こと で 、 文 章 が 生き 生き と し た り 、 会 話 
の 中 で 話し 手 の 気分 や 感情 な ど を 効果 的 に 伝え る こ と が で きま す 。 

CAE JG ー つ ひと つが 独特 の 意味 合い を も つこ と も 多い た め 、 使い 
方 を 間違え る と 、 反 対 ! に 相手 の 気分 を 悪く し た り 、 誤解 され た りす る こ と も 
あり ます そう し た こと が 起こ らち な いよ う 、 本 書 で は 、 それ ぞ れ の 慣用 表現 
に つい て の 特徴 や 注意 点 を 、 補 助 記号 で 示し て あり ます 。 そ れ ぞ れ の 記号 の 
意味 を 知っ て 、 適 切 に 使っ て くだ さい 。 


1 慣用 表現 の 意味 合い を 表す 記号 


語 し 手 が 、 対 象 と な る 人 の 行為 や 物事 の 状態 に 対し て 、 基 本 的 に し 
いと 感じ て いる こと を 表し ます 。 好 意 的 だ っ た り 、 い いと 認め た り 
し て いる 場合 で す 。 

語 し 手 が 、 対 象 と な る 人 の 行為 や 物事 の 状態 に 対し て 、 基 本 的 に 
く な いと 判断 し た り 感 じ し た り し て いる こと を 表し ます 。 

zE 特に 、「 い い 」「 よ く な い 」 と いっ た 特別 の 意味 合い は あり ませ ん 。 


H ^ 


特に は っ きり し た 意味 合い が ある も の は 、 次 の 記号 で 示し て あり ます 。 こ 
れ ら の 記号 が つい て いる 慣用 表現 は 、 ある 特定 の 他 者 を 対象 に 直接 使う 場合 
は 、 気 を 付け な く て は な ら な いこ と が あり ます 。 


否定 的 だ っ た り # 丸め な いと いう 気持 ち を も っ て いる こと を 表し ます 。 
批判 の 気持 ち を も っ て いる こ と を 表し ます 。 

非難 の 気持 ち を も っ て いる こ の 5 ま 09. 

不 不満 の 気持 ち を も っ て いる こ と を 表し ます 。 

自分 自身 が 不安 や 心配 で 落ち 着 か な い 気 分 な どの 状態 を 表し ます 。 
状態 や 行為 の 様子 を 強調 する た め に 使い ます 。 


— 


く 例 > 


O 開い た ロ が ふさ が ら な い [-] 


物事 の ひど さ に 驚き 、 あ きれ る こと 。 
be dumbfounded (at an appalling situation) 
(や 「 カ ラオ ケ で 7 時間 も 歌っ た ん だ っ て ? 明日 か ら 試験 だ ろう 。 
開い た 日 が ふさ が ら な いよ 」 
X「 先 生 、 昨 日 、 カ ラオ ケ で 7 時 間 も 歌 っ な そう で すね 。 
開い た 日 が ふさ が り ま せん よ 」 


※ この 表現 は 非難 の 意味 合い ゝ が ある の で 、 友 だ ちな ど ご く 親 し い 関 係 の 人 以外 に は 使え を ませ ん 。 


2 慣用 表現 の 使い 方 を 表す 記号 


D j PRODI E ov CHER) £, KAREE oA D LS 
合 が ある こと を 表し ます 。 た と え そ れ が 好ま し い 行為 や 感情 を 
NM 場合 で も 、 注 意 し て くだ さい 。 


日 本 語 で は 、 話 し 手 が 、 日 上 の 人 や あま り 親 し く な い 相 手 の 行為 や 感情 な 
gio. それ を 直接 評価 し た り 描 写し た りす る の を 避け る 傾向 が ある よ 
う で す 。 慣 用 表現 に 関し て も 、 同 じ こ と が 言え ます 。 下 の 例 で 考え て み ま し 
de 
く 例 > 


ロロ 気 が 利く S 


その 時 の 状況 を よく 見 て 適切 な 判断 を し 、 小 さ な い い 結 果 を 生む 。 
clever, considerate 
C2 「 課 長 、 お 疲れ さま で し た 。 は い 、 コ ー ヒ ー」「 お 、 丸 井 、 気 が 利く な 」 
< ヤン さん 。 呈 上 ーー、 と どう 715 寺 生 、 気 が 利き まお ね 
X 2 番目 の 例 の よう に 使う と 、 下 の 者 が 上 の 者 を 評価 し た よう な 意味 合い が 出 て 、 
いく ら そ れ が よい 行為 で も 、 失礼 に 聞こ えま す 。 


(③ 他人 の 行為 や 状況 に 対し て 使う こと が で きま す が 、 文 法 的 に 直接 計 
い 切る 形 で ARA EE DG TBN rA Mea 
「 一 そう だ 」 な ど を 加え る と いい 場合 が あり ます 。 

く 例 > 


| 口 鼻 が 高い 


は な た か 


得意 な 気持 ち 。 誇 らし いと 思う こと 。 
be proud 


(9 「 新 人 文学 賞 だ っ て ね 。 優 秀 な 学生 を 持っ て 僕 も 鼻 が 高い よ 」 
cf ※X「 ゼ ミ の 学生 が 新人 文学 賞 を と っ て 、 東 教授 も $ 鼻 が 高い よ 」 


〇 「 で ゼミ の 学生 が 新人 文学 賞 を と っ て 、 東 教授 も 鼻 が 高い だ ろう 」 
Een d 


3 例文 の 種類 を 表す 記号 


作者 き 言葉 で 使わ れる 例 
(C2 会 話 で 使わ れる 例 


4 練習 問題 に つい て 
各 ペ ー ジ に 練習 問題 が あり ます 。 文 を 読ん で 、 左 右 2 ペー ジ の 中 に ある 慣 


用 表現 の 中 か ら 適 切な も の を 選ん で くだ さい 。 答 は 次 の ペー ジ に あり ます 。 
基本 的 に は 、 各 問題 の 答 は 1 つ で す が 、 2 つ 当 て は まる 場合 も あり ます 。 


5 その 他 


わか り に くい 言葉 や 外来 語 、 最 近 よ く 使 われ る 俗語 に は 、 英 語 訳 や 説明 な 
ご gs s 


| | To the users of this book [| | 


Idiomatic expressions are handy for characterizing people's feelings or 
behavior, and the state or appearance of things. Using them will make 
your writing more lively, and allow you to effectively convey your feelings 
and impressions in conversation. 

However, it is important to realize that many idiomatic expressions 
have a particular nuance or connotation, so incorrectly using them might 
cause misunderstandings or even offend the person to whom you are 
speaking or writing. In order that you can avoid making such mistakes, 
special symbols are used in this book to indicate the attributes and points 
of caution of each expression. Be sure to go over the meanings of the 
symbols so that you can learn the proper usage of each expression. 


1 Symbols indicating nuance 


This symbol indicates that the expression is used to convey a 
generally positive impression of the subject's behavior or condi- 
tion. The speaker has a favorable attitude toward the subject, 
thinks it is good, etc. 

[=] This symbol indicates that the expression is used to convey a 
generally negative impression of the subject’s behavior or condi- 
tion. 


This symbol indicates that the expression is neutral in connota- 
tion. 


Expressions with a particularly strong connotation are marked with one 
of the following symbols. Be careful when you use an expression marked 
with one of these symbols to directly refer to a particular person. 


否定 The expression conveys negation or disapproval. 
批判 The expression conveys criticism. 

'The expression conveys condemnation. 

'The expression conveys dissatisfaction. 

The expression conveys unease due to anxiety or worry. A 
The expression is used to emphasize the behavior or condition 


described. 


<Example> 


[=] Bess] 


| D 開い た ロ が ふさ が ら な い 
物事 の ひど き に 幣 き 、 あ きれ る こと 。 
be dumbfounded (at an appalling situation) 
(⑤「 カ ラオ ケ で 7 時間 も 歌っ た ん だ っ て ? 明日 か ら 試験 だ ろう 。 
開い た 口 が ふさ が ら な いよ 』」 
x「 先 生 、 了 昨日 、 カ ラオ ケ で 7 時 間 も 歌 っ た そう で すね 。 
開い た 日 が ふさ が り ま せん よ 」 


* This expression conveys condemnation, so use it only for friends and other people 
し with whom you have a very close relationship. er 


2 Symbols indicating usage 


D) This symbol indicates expressions that can sound unnatural or rude if 
directly used to describe the behavior of a third person. Even if your 
intention is to say something positive about the subject’s behavior or 


feelings, you still need to exercise caution. 


In Japanese, speakers tend to avoid making direct evaluations or descriptions 
of the behavior and feelings of superiors or persons with whom they are not on 
familiar terms. This principle applies to idiomatic expressions as well. Consider 


the following example. 


10 


ぐ Example> 


a 8 
O 気 が 利 く Us 
その 時 の 状況 を よく 見 て 適切 な 判断 を し 、 小 さ な い い 結 果 を 生む 。 


clever, considerate 


( 〇 「 課 長 、 お 疲れ さま で し た 。 は い 、 コ ー ヒ ー」「 お 、 丸 井 、 気 が 利く な 」 
X「 ヤ ン さ ん 、 コ ー ヒ ー、 ど う ? 」「 先 生 、 気 が 利き ます ね 」 


* This expression sounds impudent when used by a subordinate to directly comment 
ona superior's action, even if the subordinate's intention was to praise, as was the case 


し in the second example above. 
A 


Expressions marked with this symbol can be used to describe the 
behavior or condition of others, but in that case they should not be used 
in directly assertive grammatical patterns. Therefore, when using 
them to describe others, you may need to add a suppositional suffix 
such as 一 みた い だ , 一 らち しい, or 一 そう だ . 


X Example» 
へ 
NR \ 
D A © 
得意 な 気持 ち 。 誇 らし いと 思う こと 。 
be proud 
O "WOGCHlUO Ch. BELPECH CS Bosse E, 
c.f メ 「 ゼ ミ の 学生 が 新人 文学 賞 を と っ て 、 東 教授 も 鼻 が 高い よ 」 
〇 「 で ゼミ の 学生 が 新人 文学 賞 を と っ て 、 東 教授 も 鼻 が 高い だ ろう 」 
sw 2 


3 Symbols indicating type of example 


v4 Example of the expression used in writing. 


D Example of the expression used in conversation. 


4 Practice problems 


A practice problem is provided at the bottom of every page. Select the 
appropriate expression from those appearing on the left or right page to fill in 
the blank. In most problems, only one of the expressions is correct, but in some 


cases two expressions may be appropriate. 


5 Explanations 


Explanations or English translations are provided for difficult terms, words of 


foreign origin, and recent slang expressions that appear in the examples. 
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g^ 
UNS NUS "527; 
O BB た 口 が ふさ が ら な い [=] Bst 
物事 の ひど さき に 向き 、 あ きれ る こと 。 
be dumbfounded (at an appalling situation) 
O 人 警 宗 宮 が 飲酒 運転 し て いた と は 、 開 いた 日 が ふき が ら な い 。 
(や 「 ま た 同じ 失敗 ? 開い た 口 が ふさ が ら な いよ 」 
に 
(d 
ド 棒 に な に 
L1 足 ヵ di y 5, EI する [=] 
( 何 か の 目的 の た め に ) 長 時 間 行 動 し て と て も 疲れ る こと 。 
be extremely tired from walking around a lot (for a particular purpose) 
営業 の 仕事 は 、 足 が 棒 に な る くら い 外 回 り を し な けれ ば な らち な い 。 
(や TAFE, ECTO? みん な 、 足 を 棒 に し て 捜し た ん だ よ 」 
Ne 
dd 
y た か RS B 
O 味 も を そっけ も な い A 
味わい や 面白 み が な くつ ま ら な い 。 
tasteless, dull 
名 馬 を 初め て 食べ た と き は 、 味 も そっ け も な い 食べ 物 だ と 思っ た 。 
(や 「 一 人 暮らし は 気楽 で いい が 、 一 人 の 食事 は 味 も そっ け も な いよ 」 
V 
DE : 一 郎 か ら の メー ル 、「 金 送れ 」…… e (vro Eo : 
金 送れ 」 TUAE UI Eo ) わ ね え 。 


4 : 留学 し て 初め て の メー ル が ? 開い た 口 が ふさ が ら な いな 。 


[ [] 頭 が 上 が ら な い E 


あ た ま あ 


相手 に 負い 目 や 皿 義 が あっ て 対等 に な れ な い 。 

E 

feel indebted, can't hold up one's head (to someone) 
Q 大学 で は 学生 に 上 厳し い 南 教 授 も 、 奥 さん に は 頭 が 上 が ら な いら し い 。 
( 〇 「 ク ラブ の 先輩 に は 頭 が 上 が ら な く て 、 酒 の 誘い は 断れ な いよ 」 


0 頭 が 固い EST 


bii か た 


考え 方 が 一 定 の 傾向 に 固まっ て いて 、 自 由 な 発想 が で き な い 。 
have a stiff view of things, be incapable of flexible thinking 
f この ポス ター は 頭 が 固い お 役所 が 作っ た に し て は ユー モア が ある 。 
(や 「 中 学生 が デー ト な ん て 10 年 早い 」「 頭 が 固い よ 、 お 父さん 」 


S 


A 
( ^ 
O 頭 に 入れ る / 頭 に 入る 
あ た ま い あ た ま は い 
後 か ら 思 い 出し て 使え る よう に 知識 な ど を 覚え る 。 
learn, memorize 
O 行き先 の 国 の 文化 や 習慣 を 頭 に 入れ て 海外 旅行 を する と いい 。 
( ら 「 カ ー ナ ビ が な いか ら 、 地 図 は 頭 に 入れ て お か な きゃ 」 
y ノ 


(QUEE I UET 先輩 の 引っ 越し 手伝う の ? 
学生 B : 彼女 を 紹介 し て も ら っ た か ら 、 先 輩 に は ( ) ん だ 。 
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^ 


xt 


口頭 に くる E FER 


口 あっ と いう 間 


「 腹 が 立つ (D.71) 」 と 同 じ 意 味 だ が 、 も っ と くだ けた 言い 方 。 

get angry (same meaning as 腹 が 立つ (p.71) , but more colloquial) 
E o 「 き れる 」 と は 、 頭 に き て 感情 が 抑え られ な く な る こと を いう 。 
( 〇 「『 群 は 女性 の 割 に は 仕事 が で きる ね 』 だ っ て 、 頭 に きち ゃ う 」 


z 


O SRETU 5A EA S D) 


何と か 思い どおり に し よう と し て 頼む 。/ 他 人 の 素 晴 ら し い 行 為 

D こう wv 
に 対し て 心から 尊敬 の 気持 ち を も つ 。 
plead (for acceptance of a request)/feel deep respect, take off one's hat to 


O 派 際 の 長老 自ら 頭 を 下げ て 、 音 相 選 の 出馬 を 頼ん だ らし い 。 


は ばつ ちょ 3 


( ら 「 ヤ ン さ ん 、 休 日 も 実験 だ っ て 。 研 究 熱 心 だ ね 。 頭 が 下がる よ 」 


O 頭 を 冷や す 


e 


Bu し た 状態 を 静め 、 元 の 落ち 着い た 状態 に 戻す 。 

calm down, regain one's composure 
f) 討論 で は 、 頭 を 冷や す た め の 休憩 を 途中 で 入れ た ほう が いい 。 
( 〇 「 き っ き は ご めん 。 頭 を 冷や し て 考え た ら 、 僕 も 少し 言い すぎ た 」 


と て も 短い 時 間 。 MO 5l. 


in an instant 


O 株価 暴 逆 の ニュ ー ス は 、 あ っ と いう 間 に 広 が っ た 。 


か ぶ か ぼう らく 


( ら 「 日 本 で 過ごし た 3 年 間 は 、 本 当 に あっ と いう 間 だ っ た よ 」 


m く < 前 ペー ジ の 答 > ① 味 も そつ っ け も な い の ② 頭 が 上 が ら な い 
① 昨日 の デー ト 、 楽 し く て 時 間 の た つの が ( ) だ っ た 。 


AS 
"id SN 
O 当て が 外れ る ke ^ 
あ は ず 
予想 し て いた 通り の 結果 に な ら な い 。 
be disappointed 
今年 の 冷夏 に は 、 ビ ー ル 会 社 も 当て が 外れ た こと だ ろう 3 。 
(や 「 冬 の ポー ナス は な し ? 車 を 買お うと 思っ た けど 当て が 外れ た 」 
Nx T 
ーー 
[] 後味 が 悪い Ea 
あと あじ わる 
物事 が 期待 し た 終わ り 方 を し な か っ た た め 、 後 に 嫌 な 気持 ち が 残 る 。 
feel uncomfortable (after an unpleasant occurrence) 
O ちょ っ と し た こと で けん か を し て 、 後 味 が 悪い 。 
( ら 「 彼 と 別れ た っ て ? 」「 う ん 、 よ く 話 し 合っ た か ら 後 味 悪く な いよ 」 
s d 


me O 女性 : 役 ね 、 ほ か の 人 と デー ト し た の よ ! ( )b! 
— 女性 B : ちょ っ と ( ) ほ うがい いん じゃ な い ? 
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oO いい 顔 を し な い [=] 


HEOR L TERTII O. HRORERE AO. 
look displeased 

O 和 験 室 の 時 間 外 使用 に 対し て 、 学 生 課 は いい 顔 を し な か っ た 。 
Q 「 僕 は 大 学院 まで 進み た いけ ど 、 親 が いい 顔 を し な いん だ 」 


m 


7s 


O 行き 当たり ば っ た り [=] 


成り íT きま か せ で 計画 性 が な い 。 


な 


haphazardly, without a plan 


O 大 き な イ ベン ト は 行き 当たり ば っ た り で は で き な い 。 


ーー o cene p Ne 


( ら 「 旅 行 は 行き 当たり ば っ た り の ほう が 、 危 険 は ある けど 面白 いよ 」 
X P 
4 ^ 
L| 候 が 切れ る Exi 
途中 で 力 が な く な り 、 そ れ 以 上 続け られ な く な る 。 
run out of steam, become too drained to continue 
大学 生活 は 長い か ら 、 息 が 切れ な いよ うに 過ごす こと が 大 切 だ 。 
( ら 「 最 初 か ら が ん ば りす ぎ て 、 息 が 切れ た 」 
US P 


a < 前 ペー ジ の 答 〉 ① あ っ と いう 間 の ② 頭 に くる ・ 頭 を 冷や す 
QD 高級 店 で は 、 客 が 自由 に 商品 を 手 に 取っ て 見 る の に ( jo 


di E 
O A まる 


息 が で き な く な る よう な 緊張 が 続く 。 

constrained, tense 
時 薄 の 決勝 で は 、 息 が 詰まる よう な 熱戦 の 末 、 日 本 が 負け た 。 
(S 「 コ ン パ に 顧問 の 先生 が 出席 する と 、 少 し 候 が 詰まる よね 」 


| 一 | Ey 


0O 意地 が 悪い 
o è b5 


人 が 困る よう な こと を 言っ た り し た りす る 。 
spiteful 
d) 先生 は 学生 の た め に 注意 する の だ 。 意 地 が 悪い わけ で は な い 。 


(9 「 う そっ て 知っ て て 教え て くれ な いな ん て 、 意 地 悪 ね 」 
注 ) 意 地 悪 : 会 話 で よく 使う 表現 。 
に = 


ーーー 


mE 意地 に な る [zi 


反対 され た り 無 理 ご ど と 知っ て いた り し て 、 な お 自分 の 考え や 行動 を 
NT)CTSCC. 


obstinate, become contentious 


研究 者 同士 が 意地 に な っ て 開発 の 早 さ を 競っ て いる よう だ 。 
( ら 「 北 先生 、 南 教授 に で き な い と 言わ れ て 意地 に な っ て いる ん だ 」 


Ne A 


も う 2 時間 も ゲー ム や っ て る じゃ な い 。 


Q BE : お 父さん どう だ た の? 
) て いる ん だ 。 


息子 : 僕 に 負け た か ら ( 


Ju 


O 一 か 八 か 


いち ば ち 


うま くい く か どう か わか ら な い が 、 と に か く や っ て みる 。 

take a chance 
f) 吉 人 終了 時 間 も 師 り 、 監 督 は 一 か 八 か の 大 勝負 を する こと に し た 。 
( ら 「 先 輩 、 こ の 方 法 で 試す ん で すか ? 」「 一 か 私 か だ 。 や っ て みよ う 」 


x 


口 上 に は 上 が ある / 上 に は 上 が いる 


素 晴 ら し いと 思っ て も 、 そ れ よ り 上 が 必ず ある プ い る も の だ 。 


There's always something/someone better. 


新 交 旅行 に 船 で 世界 一 周 だ な ん て 、 上 に は 上 が いる も の だ 。 
( ら 「 彼 女 、 7 カ国 語 が ペラ ペラ な の ? 上 に は 上 が いる も の だ ね 」 


L] 受け が いい 受け が 悪い 


は ] ⑦ ン に ] B9] 


i 
口 いて も 立っ て も いら れ な い [7] Y 
落ち 着 か ず じ っ と し て いら れ な い 。 
be unable to relax 
d) 事 履 の 知ら ちせ に 、 家 族 は いて も 立っ て も いら れ な い 様 子 だ っ た 。 
( つ 「 明 日 の 学会 発表 が 心配 で 、 い て も 立っ て も いら れ な いよ 」 
k 
n ~ 
L1 嫌 と USE E 
飽き る ほど まで 。 ひ どく 。 
until one can take no more, too much 
新 W 線 の 政 障 で 、 乗 客 は 暑い 車内 で 嫌 と いう ほど 待た され た 。 
( 〇 「 あ あぁ 、 嫌 と いう ほど 焼肉 食べ た い !」「 ダ イエ ッ ト は つら いね 」 
x 


人 々 に 好意 を も っ て 受け 入れ られ る 。 気に入ら れる 。 ン / 
受け 入れ られ な い 。 気に入ら れ な い 。 


be popular/unpopular 
Q コン ビニ で は 、 消 費 者 に 受け が 悪い 商品 は すぐ に 回 収 きれ る 。 
(やら 「 西 さん は 頭 も いい し 教授 に 受け が いい か ら 、 助 手 に は 適任 だ よ 」 


— 裏目 に 出る 


zi 


[=] [8x] 


E E ET 5 % 意地 に な 
m < 前 ペー ジ の 答 > ① い い 顔 を し な い OTi Do 
練習 


t )、 持 っ て いた お 人 金 を 全部 か けた が 、 結 局 負け て し まっ た 。 


N 


いい 結果 を 出 そ う と 思っ て し た こと が 、 反 対 に よく な い 結 果 を 生む 。 


have the opposite effect, backfire 
d バブ ル 期 に 事業 の 拡大 を 図り 、 裏 目 に 出 て 倒産 し た 会 社 が 多い 。 


(や 「 高 学歴 が 裏目 に 出 て 、 就 職 で き な い 場合 も ある ん だ っ て 」 
注 ) バ ブル 期 : 1980 年 代 を 中 心 に 日 本 経済 が 一 時 的 に 急上昇 し た 時 期 。 


② 女性 A : お 子 さん の 出産 予定 日 、 今 日 な ん だ そう で すね 。 
男性 B : うん 。 お か げ で 朝 か ら ( ) ん だ 。 
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レー 


O 大 き な お 世話 | 一 | mä 


余計 な お ぜ つ か い 。 し じ で ほじ D ぐ な いら と 。 

meddlesome, uncalled for 
Q き 人 は 親切 な つも り で も 、 受 け 手 に は 大 き な お 世話 の こと も ある 。 
( ら 「 だ れ と 映画 に 行こ うと 勝手 で し ょ 。 大 き な お 世話 よ 」 


TI DIE e[-] ES) o[€] GO 


" 
口 うん と も すん と も 
何 も 言 わな い 様子 。 
silent, not say a word 
f うん と も すん と る も 反応 が な い 聴 米 に 、 講 演者 は 少し いら つい た 。 
( ら 「 も し も し ……。 あれ? うん と も すん と も 言わ な い 。 気 持ち 悪い 」 
CERE 
z 
L1 縁 が ある / 縁 が な い Jl 
物事 や 人 と 結び 付け る 不思議 な 力 が ある 。 / 人 ない 。 
have/not have a special relationship 
D 全 ま で 病気 と は 縁 が な か っ た が 、 昨 年 、 2 カ月 も 入院 し た 。 
(⑤「 こ の た び ご 縁 が あり まし て 、 こ ちら の 学校 に 赴任 いた し まし た 」 
注 ) 下線 の 表現 は 、 あ いさ つや スピ ー チ な ど で よ く 使 う 。 
L1 多かれ 少な か れ 
多く て も 少な く て も 。 ど ちら に し ろ 。 
more or less 
d REJO, £»rbtn, NETES IOR, 
(や 「 付 き 合 っ て る 人 の 影響 っ て 受け る よね 」「 多 か れ 少な か れ ね 」 
Ne 


① 自 分 が 偉い 者 で ある よう な 、 い ば っ た 顔つき や 態度 を と る こと 。 
② 自 信 を も っ て 堂々 と し て いる 様子 。 
① give oneself airs (2) stand proud and confident 

d) ueRIGEUILETDA. KALMET bes. 

( 〇 「 悪 いこ と は し て な いん だ か ら 、 大 き な 顔 を し て いれ ば いい よ 」 


—ÀÓ 


口 大 目 に 見 る UM 


お お め 


S% 


< 前 ペー ジ の 答 > ① 一 か 八 か ② い て も 立っ て も いら れ な い 
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① 女性 : 買お うと 思っ て た 鞭 、 売 れ ち ゃ っ た 。( ) た の ね 。 


Ae 


失敗 や 欠点 な ど を あま り 強 く HOLOT, まあ それ で いい と する 。 
overlook, tolerate (someone's failure or mistake) 
O 入学 試験 の 出題 ミス は 重大 問題 だ 。 大 目 に 見 る こと は で き な い 。 
Q 「 南 教授 、 厳 し いね 。 5 分 の 遅刻 くら い 大 目 に 見 て ほし いよ 」 


Q ETE: 急い で いた の で 、 つ い …… gk ) て いた だ け ま せん か 。 
: 警官 : 何 言っ て る ん で すか 。30 キロ も スピ ー ド オー バー な ん で す よ 。 


2] 


E 


[] お せっ か い を や く EE] 


必要 以上 に 世話 を 焼い た り 、 意 見 を 言っ た りす る 。 

meddle 

f と この 国 で も お せっ か い を や く 人 が いる も の だ 。 

Q 「 山 田 、 友 だ ちの 恋愛 問題 に お せっ か い を や く の は や め ろ よ 」 


O 遅かれ 早かれ 
お そ は や 


遅く て も 早く て も 。 ど ちら に し て も 。 


sooner or later 


O manco Me A EI. 
( 〇 「 層 か れ 早 か れ 知 られ る ん だ か ら 、 自 分 か ら 言 っ ちゃ っ た ら ? 」 


O お だ て に 乗る [c 


褒め られ て いい 気分 に な り 、 深 く 考 え ず に 行動 する 。 
be carried away by flattery 


dp 消費 者 は 神様 だ 」 と いう お だ て に 乗っ て 、 消 費 ブ プー ム が 起き た 。 


Q 「 英 語 が 上 手 だ な ん て お だ て に 乗っ た ば か り に 、 論 文 の 英訳 頼ま れ ち ゃ っ た 」 


"a 


C ぉ 手 上 げ = 


A 


< 前 ペー ジ の 答 > ① 縁 が な か っ の ② 大 目 に 見 
A お お め > r 
① 今 の 世の中 は 、 電 話 が 使え な いと ( ) の 状態 に な る 。 


ni 
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行き 詰まっ て どう し よう も な く な る 。 
give up, come to a deadlock 
O 小学 5 年 生 レ ベル の 計算 に お 手 上 げ ! 進む 大 学生 の 学力 低下 ! 
(新聞 の 見 出し ) 
( ら 「 サ ー バ ー の 故障 で パソ コン 使え な く て 、 お 手 上 げ 状 態 な ん だ 」 


ン 
O 思い も よら な い 
お も 
まっ た く 予 測 し た り 想 像 し た り で き な い 。 
totally unexpected 
思い も よら な いこ と に 、 今 回 の 知事 選 で は 40 代 の 新人 が 当選 し た 。 
(や 「 お と な し か っ た 彼 が 俳優 に な る な ん て 、 思 いも よら な か っ た よ 」 
に 
Rr 
本 半 | 
O0 FLORE & 2^ U $ | 一 | Bru 
生活 費 や 学 費 を 親 か ら 出 し て も ら う 。 
sponge off one's parents 
O 親 の 万 を か じ り 同 居 す る 独身 者 を 、 パ ラサ イト シン グル と いう 。 
(つつ 「 お れ の 家 、 親 の 歴 を か じ っ て る の 、 3 人 な ん だ 」「 お 父さん 大 変 ね 」 
Xe 


② 娘 : お 父さん っ て 世界 一 ステ キ で や さ し い に いわ も わ 。 
E 


& : 何 が 欲し いか 知ら な いけ ど 、 そ ん な ( ) な いよ 。 
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ERNES] 


考え を て いる こと や 感情 が 自然 に 表情 に 現れ る 。 

show on one's face 
f 日本 人 は 感情 が 顔 に 出 に くく 、 そ れ が 誤解 の 原因 に も な る 。 
(や 「 北 先生 っ て 何で も 顔 に 出る か ら 、 隠 し 事 が で き な い わ ね 」 


Na ーー ラーン 


frm A 
L] 肩 に か か る 


重い 責任 な ど を 引き 受け な けれ ば な ら な く な る 。 
shoulder a heavy responsibility 
高 伯 化 社会 で は 、 若 年 層 の 肩 に か か る 負担 は さら に 大 きく な る 。 
こう れい か じゃ くね ん そう ふた ん 
( ら 「 成 人 お めで と う 。21 世紀 は 皆さん の 肩 に か か っ て いる の で す 」 


人 


に PN 
SE vis c aA: cid als e 


重い 責任 が 終わ っ て ほっ と する 様子 。 


take/be a load off one's shoulders 


O 教授 は 授 党 で 肩 の 荷 を 下ろ し 、 こ れ か ら は 趣味 に 生き る そう だ 。 
( ら 「 ふ う 、 教 授 に 頼ま れ た 翻訳 終わ り ! これ で 肩 の 荷 が 下り る よ 」 


LM 


m < 前 ペー ジ の 答 > ① お 手 上 げ ② お だ て に 乗ら 
① 男性 : 森村 は いつ も カオ リ さ ん の ( ) な 。 実 は 好き な ん だ ろ ? 
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2 
D] 肩身 が 狭い L=] Bi] 
か た み せま 
他人 に 比べ て 劣っ て いる と 感じ し 、 そ れ を 恥ず か し く 思 う 。 
feel small 
めき 、 到 性 の 大 学 教授 は 少数 で 、 肩 身 が 狭い 思い を し た らし い 。 
O 「 今 は 友だち の 家 に 住ま せ て も らち っ て いる か ら 、 肩 身 が 狭く て 」 
M. P 
a 5 
D 肩 を 落と す E 
と て も が っ か り し て 気力 が な く な る 。 
feel very discouraged 
d) ubPECHCROMU D o ISEPEOEH I, HE EE LC 
CQ 「 強 気 の 南 教 授 も 、 今 度 の 失敗 に は 肩 を 落と し て いた よ 」 
Na 2 
i 75 
C 肩 を も つ る 
| : 
| 


M 


人 や 組織 の 味方 を し た り 支 持 し た りす る 。 
support, take sides with 

弁護 士 は 、 依 頼 人 が だ れ で あれ 、 そ の 人 の 肩 を も つの が 仕事 だ 。 
( ら 「 丸 井 、 同 じ ミ ス 、 3 回 目 だ ぞ を 。 こ れ じ ゃ 、 も う 肩 を も て な いよ 」 


② 女性 A : どう し た の ? 元気 な いわ ね 。 
: 


女性 B : や っ ぱり ( ) て た ? 役 と けん か し ちゃ っ て 。 
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7 


口 か ちん と くる =] ER] 


相手 の 言っ な た こと な ど に すぐ 反応 し て 気分 を 悪く する こと 。 
be sorely offended 

必 大 臣 も 、 記 者 た ちの 失礼 な 質問 に は か ちん と きた よう だ 。 
(9 RO ADLE oTo) AR PDAL! Bkh 


[-] ež] 


今 ま で 慣れ て きた 方 法 や 知識 と 違っ て 、 対 応 に 困る 。 

not the way one iS accustomed to 
日 本 に 来 た な ば か り の 留学 生 は 、 勝 手 が 違 っ て 戸 串 うこ と も 多い は ず だ 。 
(⑤「 新 し い 携 帯 、 前 の と 勝手 が 違っ て 使い に くい の よ 」 


ト 


Ni 


JJ 
DE 
mE 柄 に も な い D 
その 人 に ふき さわ し く な い 。 似 つかわ しく な い 。 
not in one's style, be out of character 
d) いつ も 唆 気 の 南 教授 が 、 教 授 会 で は 柄 に も な く 最 初 か ら 譲歩 し た 。 
(⑤「 柄 に も な く 彼 女 に 花 を あげ た も の だ か ら 、 逆 に 怪し まれ ちゃ っ た 』」 
ノ 


< 前 ペー ジ の 答 > ① 肩 を も つ ② 顔 に 出 


① 助手 : 旅行 は 好き だ が 、 教 授 と 一 緒 の 学会 出張 は ( )。 


7 
O 気 が あ る ノ 気 が な い 3 p] 
興味 や 関心 を も つ 。 qub eiu く 。 グ 興味 や 関心 を も た な い 。 
have/not have an interest in 

丸井 者 は ナオ ミ さ ん に 気 が あ る らし く 、 見 合い に 乗り 気 で は な い 。 
( ら 「 学 園 祭 に 演劇 や る ん だ っ て ? みん な は 気 が な いみ た い だ け ど ……」 

s EN 

* 
D 気 が 重 い EJ 

li 
自分 に 直接 関係 の ある よく な い 結 果 が 子 想 され て 、 気 持ち が 晴れ な い 。 
heavy-hearted, be down in the dumps 

f リス トラ は 、 さ れる 側 は も ちろ ん 、 す る 側 も 気 が 重 いも の だ 。 
(や 「 ま た 遅刻 し ちゃ っ た 。 注意 され る と 思う と 気 が 重 いな 」 


注 ) リ スト ラ : "restructuring" = layoffs 


P 
の ^ 
C] 気 が 利く (お 
その と き の 状 況 を よく 見 て 適切 な 判断 を し 、 小 さ な い い 結 果 を 生む 。 
clever, considerate 
4 気 が 利 いた アイ デア ー つ で 会 社 を お こし た 人 も いる そう だ 。 
(や 〇 「 お 疲れ さま で し た 。 は い 、 コ ー ヒ ー」「 丸 井 、 気 が 利く な 」 
Se A 


② 女性 A : 今度 の 助手 、 女 性 に お 茶 入 れ さ せる の よ 。 
女性 B : そう そう 。 ( 352 333 
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O 気 が 済 む Q 


| や り た いこ と を 終え て 、 不 満 や いら いら し た 気持 ち が な く な る 。 
feel satisfied 

f テレ ビ の 24 時 間 討論 番組 は 、 参 加 者 の 気 が 済む まで 討論 する 。 
(や 「 今 回 は カカ が 入っ て いる ね 。 気 が 済む まで や っ て みた まえ 」 


境 病 だ っ た り 小さ いこ と を 気 に し た りす る 人 性格 。 

timid 

思い 切っ た 改革 を 進め る に は 、 気 が 小さ い 人 物 で は 無理 だ 。 
( ら 「 北 先生 、 君 の 言っ た こと を 気 に し て た よ 。 案 外気 が 小さ いね 」 


F NN 
気 が 気 で な い ( 気 が 気 じゃ な い ) [xd 
心配 だ っ た り 気 に 掛か っ た り し て 落ち 着 か な い 。 
be worked up with anxiety 

新 W 線 が 停電 で 遅れ 、 乗 客 は 気 が 気 で な いよ うだ っ た 。 
(3 「 昨 日 の セミ 、 討 論 が 日 論 に な っ て 、 気 が 気 じゃ な か っ た よ 」 

s E 

= 
L1 気 が 知 れ な い [=] 
相手 が どう いう つも りか 気持 ち が わ か ら な い 。 
beyond one's comprehension 
子供 を 車 に 置い た まま 、 パ チン コ を する 親 の 気 が 知れ な い 。 
( ら 「 先 生 を 1 時 間 も 待 た せる な ん て 、 小 林 君 の 気 が 知れ な いよ 」 

Wa ET 

A b 
O 気 が 進 まな い [一 | Ea 

し た く な いと 思う 。 乗り気 で は な い 。 
unwilling, reluctant 
必 日 本 の サラ リー マン 社会 で は 、 気 が 進ま な い 誘い で も 断れ な い 。 
Q 「 明 日 の パー ティ ー だ けど 、 気 が 進ま な いん だ 。 悪 いけ ど パ ス 」 
NN m, 


P < 前 ペー ジ の 答 > ① 気 が 重い 、 ② か ちん と くる 
① 男性 : 月 収 20 万 な の に 外車 を 買う な ん て 、 何 考え て ん だ 。( yr oS 


S 


D 気 が 強い ノ 気 が 層 い E B9] ノビ] 


気性 が 強く 自信 も ある 。 ノ 気性 が 弱く 自信 も な い 。 
strong-minded/weak-willed 

d) 美人 で 気 が 強 く 頭 が いい 女性 は 、 今 も 昔 も 物語 の 主人 公 に な る 。 
(や 「 ど うぅ せ 不 合格 だ な ん て 、 そ ん な 気 が 弱 いこ と 言わ な いで !」 


: 
D gg Es ] 


pm — 4 


Q 女性 A : ふん ! 
男性 B : 言い た いこ と を 言っ て ( 


課長 な ん て ダサ く て 女 に も て な い 、 た だ の オヤ ジ よ ! 
) ん だ ? 
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( " 
気 が 短 い ノ 気 が 長 い E ea [一] 
: D 
思い 通り に いか ずい らい ら す る 気持 ち を 我慢 で き な い 。 プ 我慢 で きる 。 
short-tempered/patient 
d) この 研究 は 時 間 も 忍 耐 も 必要 だ 。 気 が 短い 人 に は 向 か な い 。 
( 〇 「 よ く 考 えて お 返事 を ……」「 そ ん な 気 が 長い こと 言わ な いで 」 
0 
d pu b 
C) 気 が 向 く © © 
自然 に 何 か を する 気 に な る こと 。 
feel inclined (to do something) 
Q 南 教 授 は 、 以 前 は 気 が 向け ば 5 時間 も 続け て 講義 を し た そう だ 。 
( 〇 「 気 が 向い た ら 連 絡 し て よ 。 飲 み 会 な らい つ で も OK さ 」 
E 
2E: 2E © 
篤 り や 腹 立 ち の 気持 ち が お さま り 、 気 分 の いい 状態 に な る 。 
get back in a good mood 
一 9 な 報 造 に 、 首 相 は 一 日 中 機嫌 が 直ら な いよ うだ っ た 。 
( ら 「 機 嫌 が 直っ た みた い だ ね 。 い き な り 泣き 出し て びっ くり し た よ 」 
E 


< 前 ペー ジ の 答 > ① 気 が 知れ な い  ② 気 が 済 
O 彼 は ( ) て 、 す ぐに 怒り 出す 。 


1 
C 機嫌 を 取る = 


自分 の 利益 の た な め に 、 相 手 が 喜 ぶよ うな こと を する 。 
humor (someone for one's benefit) , butter up 
政治 家 は 、 選 挙 前 に な る と 有権者 の 機嫌 を 取る 。 
Q YER! 彼女 に ?」「 最 近 論 文 で 忙し いか ら …… ご 機嫌 取ら な きゃ 」 


S 


7 
[] 気心 が 知れ る 


き ご ころ し 


は ] € 


相手 と 親 し く 、 性 格 や 好み な ど を よく 知っ て いる 。 

familiar, trusted 
いく ら 気 いかが 知れ た 仲 で も 、 言 っ て いい 事 と 悪い 事 が ある 。 
(S 「 こ こ は 気 心 が 知 れ て る 店 だ か ら 、 遠 慮 し な いで 飲ん で くれ よ 」 


に 


(n 気 に 食 わな い Ex 


ある も の や 、 だ れ か の 行為 が 好き に な れ な い 。 

be displeased with 

多気 に 食わ な い 客 で も 、 う まく 対応 し な けれ ば 営業 は で き な い 。 
「 こ の 靴 、 デ ザイ ン は いい けど 、 色 が どう も 気 に 食わ な いん だ 」 


N 


② 男性 A : 北 先 生 、 南 教授 に 対し て は いつ も イエ スマ ン だ よ な あ 。 


s PEB Se fe Or e ) て ば か り い る よ な 。 
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ある こと に 対す る 不安 や 心配 の 気持 ち が 、 頭 か ら 離 れず 、 意 識 する 。 


worry, fret over 


P 最近 の 教師 は 、 校 長 や PTA の 評価 ば か り 気 に する 傾向 が ある 。 
( 〇 「 丸 井 君 、 失 敗 は 気 に し な いで 思う よう に や っ て いい よ 」 


e[-] ka @[ モ ] Q 


① あ る こと か 心配 だ っ た り し て 、 そ こ か ら 和 気持 ち が 離 れ な い 。 
② 特 定 の 人 に 関心 を も つ 。 特 に 異性 に 対し て 。 

① be worried by 

(2) be interested in (a certain person, especially one of the opposite sex) 


f 他人 の 批判 は 気 に す る な と 言わ れ て も 、 や は り 気 に な る も の だ 。 
( 〇 「 先 輩 、 新 入部 員 の ゆり さん の こと が 気 に を な っ て る みた いで すね 」 


回 気 の せ い 


何 か を 感じ し て いる が 、 そ れ が 実際 で は な いこ と 。 


be just one's imagination 


O 邊 分 の 下手 な 外国 語 を 笑わ れ て いる と 思う の は 、 た いて い 気 の せ い だ 。 


だ れ か 来 た と 思っ た けど 、 気 の せい か な ?」 


( ら 「 あ れ ? 


me < 前 ペー ジ の 答 > ① 気 が 短く ② 機 嫌 を 取っ 
— ① 知ら な い 人 か ら 花 束 が 届く な ん て 、 う れ し い と いう より ( n 


feel embarrassed, feel awkward 


r4 日 本 人 は きま り が 悪い と き に 笑っ て ご ま か す こと が ある 。 
(2 r3. 昨日 飲 ん で 暴れ た だ ろ 」「 え え 、 き まり 悪く て ……」 


(n きま り が p 
が 悪い E mA 
失敗 し た 後 な ど 、 な ん と な く 恥 ず か し い 。 ] 


注 ) き まり 悪い : 会 話 で よく 使う 表現 。 


半生 


O 気味 が 悪い 
き み わる 


[] [£3] | 


相手 や 状況 に 対し て 、 理 解 で き な い 不安 や 居心地 の 悪さ を 感じ る こと 
ve ご こち 


feel uneasy, feel weird 


O 充 、 只 い 道 を 一 人 で 歩く と き 、 後 ろ に 人 が いる と 気味 が 悪い も の だ 。 
Q 「 北 先生 が お ご っ て くれ る な ん て 、 何 か 気味 が 悪い で すね 」 i 


O 決め て か か る 


実は まだ 確か で は な いこ と を 、 確 か だ と 思い 込ん で し まう 。 


assume 


[—] E] 


重要 参考 人 を 犯人 だ と 決め て か か っ た 報道 は 、 間 違い だ っ た -。 
(⑤「 金 髪 に 婦 め て る か ら っ て 、 不 良 だ っ て 決め て か か ら な いで よ 」 


" 


②⑫ 女性 A : 彼 と 同じ ゼミ な の も 、 ふら れ た と き に は 問題 ある よね 。 
女性 B : うん 。 顔 を 合わ せる の ( ) し 、 そ の 後 も 気 に な る し ね 。 
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Ls 


[一 ] [5x] 


L] 切り が な い 
き 


① 終 わり が な い 。 や め ら れ な い 。 | 
Qt co HO Ce C ORRA O. IRE. 


Q endless ®@ serve no purpose 


家 任 7 万 円 で 運動 1 時 間 。 欲 を 言え ば 切り が な い の で ここ に し た 
(②「 失 敗 を 後悔 し て も 切り が な い 。 それ より 解 決 方 法 を 考え よう 」 


y 


[一 ] Brew 


O ロ が うま い 
くち 


相手 を 表面 的 に 褒め た り し て 、 い い 気 分 に させ た りす る 。 
ほ 
be a smooth talker 
D 表 め る の を 礼儀 だ と 考え る 国 も あれ ば 、 日 が うま いと 考え る 国 も ある 。 
れい ぎ 
(③「 き れい な 目 だ ね 」「 品 が う まい わ ね 。 ほん と に 日 本 人 な の ?」 


A 


へ 


[一 | [8x] 


は ] 〇 


ほか の 人 に 言っ て は いけ な いこ と を 決し て 言わ な いで お く こ と 。 
tight-lipped, be able to keep a secret 


p 仕事 が 丁寧 で ロ が 汚い 一 ー こ ん な 人 物 は 秘書 と し て 最適 だ 。 
Q 「 こ れ 、 絶 対内 緒 だ よ 」「 大 丈夫 。 お れ 、 口 が 監 い か ら 」 
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黙っ て いて 、 話 を し よう と し な いこ と 。 また だ 、 そう いう 性 格 。 
だ きま 
reticent 
作品 の 印象 と 造っ て 、 実 際 に は 日 の 重い 作家 が 意外 に 多い 。 
( ら 「 南 先生 、 普 段 は 口 が 重い けど 、 話し 出す と 止ま ら な いん だ 」 
A だ ん 


② き まり (が ) 悪 い 


< 前 ペー ジ の 答 > ① 気 味 が US 


①⑪ 女性 が 3 人 も 集まる と 、 お し ゃ べり は ( 


日 が 軽い [7] 


お し ゃ べり で 、 言 っ て は いけ な いこ ご と まで すぐ 話し で し まう 。 
talkative, be a blabbermouth 

女性 の ほう が 口 が 軽い と いう の が 通説 だ が 、 そ うと も 限ら な い 。 
(9 「 ミ カ さ ん っ て 、 歩 く 宣伝 カー よ 」「 そ ん な に 日 が 軽い の ? 」 


[=] [8x] 


O n2 $ ^45 
くち 


言っ て は いけ な いと され だ た こと を つい 話し て し まう 。 

let slip 

音 了 レ ベル の 会 談 で は 、 昌 が すべ っ て の 失言 は 許さ れ な い 。 
( 〇 「 つ い 日 が すべ っ て 言っ ちゃ っ た けど 、 ま ず か っ た か な 」 


Iw 


) か ら 、 話 き な い ほう が いい よ 。 


② 女性 A : 彼 、 意 外 と ( 
も う 話 し ちゃ っ た 。 


JCPEB SGT 0 相当 17 
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ー 
L1 見 当 を つけ る 見 当 が つく 


天体 と うだ ろ * と 予想 する グ 了 予想 で きる 。 

guess, estimate/can guess, can estimate 

d) 員 調査 の 数 字 で 、 だ れ が 当選 する か は 大 体 見 当 が つく らし い 。 
Q 「2 時 間 く らい と 見 当 を つけ た けど 、 渋 滞 で 4 時間 か か っ ちゃ っ た 」 


= 


O 声 を 掛け る / 声 が 掛か る ノ i 
何 か に 誘う vef IU IMENI TB. 


call, invite/be invited, be recommended (for a good position) 


m 


D やり手 の 角川 さん は 次 期 営業 部 長 の 声 が 掛か っ て いる 。 
( 〇 「 ア リ さ ん の 送別 会 を する な ら 、 私 に も 声 を 掛け て くだ さい ね 」 


Meis — a 
ンー 


D 心 に 掛け る は ] 


ある 人 や も の に 好意 的 な 関羽 を も つこ と 。 

give attention to 

f) S 社 の 初代 社長 は 、 社 員 の 家族 に も 心 を 掛け て いた 人 物 だ っ た 。 
( ら 「 い つも 、 お 心 に 掛け て いた だ いて あり が と う ご ざ いま す 」 

/ 


① 外国 で 受け た 親切 と いう の は ( ) も の だ 。 


7 


El 心 に 残る 


l 


強い 印象 を 受け 、 忘 れ ら れ な い 。 


impressive, unforgettable 


あぁ の 映画 の ラス トシ ー ン は 心 に 残る 名 場面 の ー つ だ 。 


(や 「 町 の 景色 、 皆 さま と の 交流 は 、 ず っ と 心 に 残る で し ょ う 」 
ik) (②③ : 町 を まる と き の ス ピー チ 。 


ji 
D 心 を 入れ 替え る Q 


物事 が よい 方 向 に 進む よう 、 今 まで の 気持 ちや 態度 を 変え る 。 

turn over a new leaf 

欠陥 商品 の 販売 を 続け て いた と は ! 会 社 は 心 を 入れ 替え て ほし い 。 
(や 「 心 を 入れ 和 替え て 勉強 し よう 」「 そ の 言葉 、 も う 百 回 くら い 聞い た よ 」 


E ia 

相手 の こと を 考え て 細か いこ と に 注意 する 。 

show consideration 

D マス ュ ミ は 、 報道 の 際 、 被 害 者 の 心情 に も 心 を 配る べき だ 。 

Q 「 保 健 管理 セン ター の 林 先 生 は 、 本 当 に 学生 に 心 を 配っ て くれ る ね 」 
M 


A: ラ 砂 3 
dcin すく 
ズー MR( ) な いよ 。 
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"s 


D 口 を 出す [—] [n] 


本 当 は 自分 が 意見 を 言う べき で は な い 状 況 で 意見 を 言う 


butt in (with one's opinion) 


子供 が 自立 し よう と し て いる と き に 、 親 が 口 を 出す の は よく な い 。 
( ら 「 こ れ は 文学 部 の 間 題 だ か ら 、 経 済 学部 は 日 を 出さ な いで !」 


Ne 


O 食っ て か か る [-] 


激しい 言い 方 や 態度 で 反論 し た り 抗 議 し た りす る 。 


flare up 


O 国谷 で は 、 発 言 者 に 食っ て か か る こと も 多く 、 つ か み 合 いさ え あ る 。 


(②「 北 先生 が 今日 は 珍し く 南 教授 に 食っ て か か っ て た な 」 
- 


" 
L1 音 に する / 苦 に な る 


[zl epos | 


ある こと を 気 に し た り 心 配 し た り し て 苦し む 。 プ 心 が 重 く な る 。 
worry about, be distressed by 


 \ 校 出 は 、 い し め を 普 に し て の 自殺 で は な いと 言っ て いる 。 


( 〇 「 ミ カ さ ん の た め な ら 、 資 料 整 理 の 手伝い くら い 苦 に な り ま せん 」 
SS 


e, 
< 前 ペー ジ の 答 > ① 切 り が な い Qu 


が 軽い 
(D まじ め な 彼 が な ぜ あ ん な 事件 を 起こ し た の か 、 周 囲 は ( ) て いる 。 


A 
O 首 を ひね る ET 


不思議 だ 、 疑問 だ と 思う 様子 。 ま た 、 将 成 で き な い と 思う 様子 。 


look baffled, look unconvinced 


(や 「 教 授 、 デ ー タ を 見 て 首 を ひね っ て いた けど 、 実 験 は 失敗 か な 」 


最近 、「 何 と な く 」 と いっ た 、 首 を ひね り た く な る 犯罪 動機 が 多い 。 
は ん ざい 


愚痴 を こぼす [=] 


言っ て も 仕方 が な い 不 満 な ど を 話す 。 


complain, gripe 


O サラ リー マン は 嫌 な こと が ある と 、 酒 を 飲ん で 超 癌 を こぼす 。 
(や 〇 「 チ ャ ッ ト で 遇 痴 を と ぼ し た ら 、 ス トレ ス 発 散 で きた よ 」 


O 計算 に 入れ る 


けい さん い 


後 で 困ら な いよ うに 初め か ら 考 ん え に 入 れ て お く 。 


take into consideration 


企業 は こみ 処理 の こと を 


計算 に 入れ て 商品 を 開発 すべ きだ 。 
( ら 「 雨 が 降る こと も 計算 に 入れ て 、 早 め に 行っ た ほう が いい よ 」 
M 


mem ② 学生 A : うち の アパ ー ト 、 通 学 す る の に 電車 で 1 時 間 も か か る ん だ 。 
FEB: ( 


) な よ 。 ヤ ン さ ん は 自転 車 で 毎日 2 時 間 か け て る ぞ 。 
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[-] Ex] 


始め な けれ ば な ら な い の に 、 な か な か 行動 し な い 。 また 、 そ うい う 性 格 。 


be slow to act 
O 企業 は 経費 の 掛か る 環境 対策 に 腰 が 重い だ ろう が 、 当 然 の 義務 だ 。 
CO 「 試 験 勉強 し た く な い 。 嫌 な こと に は 腰 が 重く な る よね 」 


D 事 に よる と | 


も し か する と 。 場 合 に よっ て は 。 
possibly, depending on the circumstances 

B 事 に よる と 、 住 民 の 反対 で ダム 建設 は 中 止 に な る か も し れ な い 。 
( ら 「 で は 、 明 日 7 時 に 。 事 に よる と 、 少 し 遅れ る か も し れ ま せん が 」 


c EX B 


S 


言い に くい こと を 言う と き 、 は っ きり と し た 直接 的 な 表現 を 避け る 。 
say ambiguously 

O 真相 を 尋ね て も 、 担 当 者 は 言葉 を 濁す ば か り だ っ た 。 

(2 「 小 林 さ ん 、 言 葉 を 濁し て いた けど 、 研 究 が うま くい っ て な いみ た い 」 


T 


< 前 ペー ジ の 答 > ① 心 に 残る  ② 見 当 が つか 
(D 女性 : 会 議 の 予定 は 2 時 間 だ けど 、( ). 


も っ と か か る か も ね 。 


O 先 が 見 える 
さき み 


上 
oT] Qo[-7] 


① こ れ か ら 先 の 事態 が 子 想 で きる 。 
② 将 来 そ を れ ほ どい い 状 況 に な ら な い 、 あ る い は 、 す ぐに 限界 が くる 
cL Cu. 


(D be in sight of one's goal (2 see no hope, see the end is near 


名 工事 も よう や く 先 が 見 え 、 関 係 者 も ほっ と し て いる こと だ ろう 。 
( ら 「 不 況 で 会 社 も 先 が 見 を て きた し 、 転 職 し よう か な あお 」 


— 


3 


ロロ 先 を 越す 


= 


相手 が 何 か す る 前 に 先 に し て 、 優 位 に 立つ 。 


take the initiative, get ahead of 


f IT の 分 野 で は 、 日 本 は アメ リカ に 先 を 越 され た 感 が ある 。 
( ら 「 こ の 遺伝 子 研究 だ け は 、 大 研究 室 の 先 を 越し た いん だ 」 


今 す る べき こと を 決め る た め に 先 の 事態 を 予測 する 。 
think ahead 


O 現代 社会 は 、 先 を 読み た く て も な か な か 読め な い 状 況 だ 。 
(9 「 目 移 の こと より も 先 を 読ん で 、 今 は 貯金 し て お きま し ょ う . 


e 


(D AE A : 引っ 越し の 準備 、 そろ そろ な ん だ けど 、( 
学生 B : 国際 交流 会 館 は 1 年 し か いら れ な いか ら 、 大 変 だ ね 。 
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と 


府 し が つく 


直接 説明 され な く て も その 場 の 状況 や 状態 が 理解 で きる 。 


can guess, can figure out 


人 REUNCHGOrMES LU. 経営 者 側 に も 察し が つい た は ず だ 。 


( ら 「 近 ご ろ の 君 の 様子 を 見 た ら 察 し が つく よ 。 彼 女 が で きた ん だ ろ 」 


[e] 


自分 の 利益 の た め に 本 当 の 数 を 言わ ず 、 う その 数 を 言う 
cheat in counting, fudge the numbers 
O 宗教 団体 の 全国 大 会 の 動員 数 は 、 鯖 を 読ん で 発表 し た らし い 。 


( 〇 「 あ の 歌手 が 21 歳 だ っ て ? 絶対 鯖 を 読ん を で いる ね 、 あ れ は 『!」 
c. 


t 
D 差 を つけ る ノ 差 が つく [€] ^ C] 


二 つ の 間 で 程度 や カカ の 差 を 表す 。/ 差 が 表れ る 。 


gain a lead on/have a gap 


日 本 の 社会 で は 、 学 歴 に よっ て 昇進 に 差 が つく こと が ある 。 
(や 「 山 下さ ん 、 信 年 論文 を も う 10 本 書い た っ て 。 差 を つけ られ た な 」 
k 


< 前 ペー ジ の 答 > ① 事 に よる と 


② 腰 が 重く 
① 自分 の 年 齢 の ( 


) 人 は 、 男 性 より 女性 に 多い 。 


P 


L1 始末 に 負え な い 


し まつ 


[=] Bes] 


どう や っ て も うま る 対処 で き な w$ 
hard to deal with 


近年 燃え な い ご み が 急 激 に 増え 、 始 末 に 負え な く な っ て いる 。 
O 「 今 年 の 新入 部 上 員 、 練 習 は サポ る 文句 は 言う わ 、 始 末 に 負え な いよ 」 


何と な く 気 持ち が お 互い に 通じ 合い 、 い い 関 係 を 保つ こと が で きる 。 
た も 
get along well 


O "Ado, EG. Febr: CCo Ev う 意味 だ 。 


(「 今 の ルー ム メ イト と は 性 が 合っ て 、 5 年 も 一 緒 に 住ん で る の 」 
k. 


ン 


園 HUS 


ノ 


[一 | [5x] 


何 か の 理由 で その 場 の 楽し い 雰 囲 気 が 壊れ 、 嫌 な 状態 に な る 。 
become dull, take the fun out 


宴会 の 座 が 白 け た と き に 、 カ ラオ ケ は 便利 な 道具 だ 


@ 


「 合 コン で 盛り 上 が っ て る と き に 試験 の 話す る な よ 。 白 ける よ 」 


注 ) 合 コン : 若者 の パー ティ ー。 異性 の 相手 を 見 つけ る の が 主 な 目的 。 
Xo 


i 
OFEA : 来週 締め 切り の レポ ー ト 、 今 日 提出 し ちゃ っ た 。 


学生 B: え ? も う 出 し た の ? ( ) な いで よ 。 
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E 


O 神経 を 使う EE 


し ん けい つか 


間 題 が 起き な いよ う 、 必 要 以 上 に 気持 ち を 集中 し て 注意 し な けれ ば 
な ら な い 。 

strain one's nerves 

文化 の 違う 国 と の 交渉 に は 、 単 語 一 つ に も 神経 を 使う 。 

(⑤「 い つも の 会 議 で も 、 学 長 が 出席 する と 神経 を 使う よ 


A. 


N. 
P 
心臓 が 強い L-€] 
olo A23 2 Ubro 0 XEE L7 0 TETEE, FRETI. 
uninhibited, impudent 
f neAucbEROUCBBGT SI Eb TA ED. 
(⑤「『 初 対面 で 携帯 の 番号 を 聞く な ん て 、 心 臓 だ な あっ 
注 ) 心 臓 だ : 会 話 で 使わ れる 表現 。 
Me 
d 
L] Refs 
じ か ん も ん だ 
近い うち に 結果 が 出る こと 。 い ずれ 予想 通り に な る こと 。 
be just a matter of time 
d) 更 で は 、 デ アモ に 対す る 軍隊 の 出動 は 時 間 の 問題 だ と し て いる 。 
( 〇 「 う わき さ の 二 人 、 結 婚 は きっ と 時 間 の 間 題 だ と 思う な 」 
M 
me < 前 ペー ジ の 答 〉> ONU ② 差 を つけ 
① 遺伝 子 研究 が 医療 に どん どん 応用 され る の も 、( yb, 


^2 


D) 時 間 を 稼ぐ 


| 


自分 に と っ て 有利 な 状態 に な る まで 時 間 を 使っ て 何 か を する 。 
stall for time 

弁護 士 は 無駄 と も 思え る 質問 で 、 時 間 を 稼ぐ 作戦 に 出 て き な た 。 
(Q 「 刑 事 、 犯 人 か ら 電 話 で す 」「 長 く 話し て 時 間 を 稼げ 」 


C semen 


忙し い 状況 の 中 で 何 か を する た め に 何と か 時 間 を 作る 。 

make time for, find time to 

f 来 し た A 国 王妃 は 、 忙 し い 時 間 を 割 いて 生け 花 を 楽し ん だ 。 
( ら 「 お 忙し い 中 、 お 時 間 を 割 い て いた だ いて あり が と う ご ざ い ます 」 


EE 地 が 出る 


n 


いつ も は 表 に 出 な い ( 出 さき ない ) 自分 本 来 の 性 格 や 特徴 が 、 表 れる 。 
show one's true self 

政治 家 の 失 言 は 、 酒 が 入っ て 地 が 出 た で は 済ま され な い 。 

CQ 「 東 君 、 酒 が 入る と 方 言 に な る ん だ 。 飲 むと 地 が 出る ん だ ね 」 


lea Q 女性 A : EOD 7'oxe« eoe T4 Ue が ん て に こ Y 
) た だ け 、 ち ゃ う ? 


) わ ね 。 
女性 B : 大 阪 生 まれ や か ら 、 こ れ 、 普通 。( 


7 


O 邪魔 が 入る Ea 


じゃ ま は い 


何 か に 妨げ られ て 、 計画 や 行動 が う まく 先 に 進ま な く な る 。 
be interrupted, encounter interference 
O SERIE COURBES AO, ENERO GOES, 


Q 「 ぁ 、CM か 。 民 放 は いい と ころ に な る と 、 邪 魔 が 入る ん だ か ら 」 
D) es: 山 や 海 で 事故 な ど に 遭っ て 、 身動き が と れ な く な っ た 人 。 


ie 
: 
mu 


好み や 考え 方 は 和信 に よっ て いろ いろ だ と いう こと 。 
People have all sorts of preferences and ways of thinking. 
do 好み は 十 人 十 色 ! うち の お 店 は 種類 の 多き が 自慢 で す 。 
Q 「 西 先生 、 大 学 辞め て 居酒屋 を 開く っ て 。 人 の 考え も 十 人 十 色 ね 」 


Ns 


と 


D XL UB Ex 


自分 に は 関係 な いよ うに 澄まし て いる 。 

look indifferent 

O 反省 も な く 涼し い 顔 の 被告 に 、 被 害 者 の 家族 は 怒り を 示し た 。 
( 〇 「 涼 し ぃ 顔 し て いる 場合 し ゃ な いよ 。 君 が 当事者 な ん だ よ 」 


Me 


< 前 ペー ジ の 答 > ① 時 間 の 問題 ② 心 臓 が 強い ・ 地 が 出 
練習 


① 学生 : 研究 室 か ら 呼 び 出 し ! デー ト っ て いう と ( ) ん だ か ら 。 
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O 4 LAA EX 


A 
か お 


きど っ て いる 様子 。 何 事 も な か っ た よう な 顔 。 

look smug, have a straight face 
当時 の クラ ス 写 真 に は 、40 の 小さ な 澄まし た 顔 が 並ん で いた 。 
( ら 「 あ れ 、 タ ン さ ん じゃ な い ? 浴 ま し た 顔 し て ……」「 初 デー ト ね 」 


D 隅 に 置け な い D 


思っ た より いろ いろ な 面 で 才能 や 知識 を も っ て いて あな どれ な い 。 
be smarter than one expected, can't underestimate 

O 女優 と 付き 合っ て いる と は 、 南 教授 も 隅 に 置け な い 人 だ 。 

( つ 「 田 中 君 、 フ ラン ス 語 で 話し て た よ 。 案 外 隅 に 置け な いね え 」 


C 図 に 乗る = 


D 


自分 の 思う よう に 物事 が 進む の で 自信 を も ち 、 必 要 以 上 の 行動 を する 。 


get puffed up (and overdo something) 


O 図 に 乗る な と の 会 長 の 忠告 を 無視 し 、 社 長 は 事業 を 拡大 し た 。 
(や 「 少 し 褒め られ た か ら っ て 図 に 乗っ ちゃ いけ な いよ 」 


a 


② 部 員 A : あい つ 、 最 近 、 ち ょ っ と ( ) て いる よ な 。 
MAB : 大 会 で 優勝 し て か ら 、 何 で も 口 を は さむ よう に な っ た な 。 
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あな だ は 次 の どん な グイ アプ でしょ よう 。 


口 長 い 列 で 待た され る と イラ イラ する ご 気 が 短 い [p.30] 


| | あな た の 「 気 」 は どん な 「 気 J や | | 


| 「 先 を 読ん で 」 ね | 


ここ まで の 復習 で す 


日 本 語 の 「 気 」 は 、 心 の 動き や 働き を 示し ます 。 こ こ で は 、 本 書 
に 取り 上 げ ら れ て いな い 「 気 」 に つい て も 考え て み ま し ょ う 。 さ あぁ 、 庄 ヤン さん は 日 本 に 留学 し て 2 年 目 で す 。 夢 は 日 本 の 企業 に 就職 す 
る こと 一 一 で きれ ば 日 本 の 一 流 企業 で 働き た いと 思っ て いま す 。 そ 
ん な ヤン さん に 、 ゼ ミ の 先輩 が 次 の よう ! je vae. 


いつ まで 待っ て も 落ち 着い て いら れる > 気 が 長い rp.3] 先輩 A「 君 は 頭 が 固い lp.131 ね 。 社 会 が 不景気 な と き は 、 一 流 企業 


授業 の 後 、 次 の 授業 の た め に 黒板 を 消し て お く より 小さ な 会 社 の ほう が 、 ほ か の 人 に 差 を つけ る rp.42] こ 


っ 気 が 利 く [p.27] 
そん な こと に は 、 気 が 付か な い っ 気 が 利 か な い 


と が で きる ks 人 の 先 を 越 き な l で て は [p.41] ね 」 


試験 勉強 の と き で も サッ カー の 試合 が ある と 、 つ い テ レビ を 見 て で も 、 ヤ ン さ ん は ちょ っ と 章 地 に な っ で pi いま す 。 三 か 負 か 


[p.18] で 小さ な 会 社 に 就職 し て 裏目 だ 出る [p.1】 こ と だ っ て ある か も 
し れ な いか ら で す 。 いろいろ 考え る と 、 腰 が 重 ぐ て rp.4] な か な か 
就職 活動 を 始め ちら れ ま せん 。 


L£j o 気 が 散 りや すい 
何 が あっ て も 、 勉 強 に 集中 する こと が で きる 
> 気 が 散 る こと は な い 


試験 の 結果 が 気 に な っ て あれ これ 考え て し まう > 気 を も む 


e E aa 
1& UT Ze Vo p. 47172 | 


試験 が 終わ れ ば 、 も う 別 の こと を 考え る 
> 。 気 を も むこ と は な い 


授業 中 話す 人 が いる と 、 嫌 だ つ 気 に な る [p32 FEC TAL V PRERA T 4 勉強 し て いる ん だ ね 』」 


授業 中 話す 人 が いて も 、 自 分 と は 関係 な いと 思う 


> 気 に な ら な い ヤン さん は 、 報 視 で に 乗る [p.2d タ イプ で は あり ませ ん 。 で も 、 


クラ ス に 日 本 語 の わか ら な い 留 学生 が いる と き に は 、 易 し い 日 本 1 両親 に これ 以上 仕送り の 心配 を させ た く あ り ま せん 。 両 親 も 早く 肩 


の 荷 を 下ろ じたい (p.20 と 思っ て いる に 違い を いか ら で す 。 BH» 
ら 会 社 訪問 を し よう と 決心 し まし た 。 

さあ 、 ヤ ン さ ん は どん な 会社 に 就職 で きる で し ょ う ね 。 こ れ か ら 
ヤン さん の 活躍 で きる 企業 に 就職 が 決ま る よう に 、 み ん な で 応援 し 
ELI. 


語 で 話し か ける よう に する o 気 を 配る 
つい 難し い 日 本 語 で 話し て し まう > 気 を 配ら な い 


本 当 に た くさ ん の 「 気 」 が あり ます ね 。 ほ か に どん な 「 気 」 が あ 
る か 、「 気 を 付け て 」 見 て み ま し ょ う ね 。 


49 


シー 


世話 が 焼け る E 


その 人 や 物 の た め に 特に 時 間 や 労力 が 必要 で 困る 。 
be a lot of trouble 
動物 を 師 う こと は 確か に 世話 が 焼け る が 、 剖 び も 大 きい 。 
Q 「 新 入 生 に は 手取 り 足 取り 教え な きゃ ダメ だ か ら 、 世 話 が 焼け る 」 


| C Bee E 


その 人 の た め に 自分 か ら 進 ん で 面倒 を 見 る 。 

take care (of someone) 

必 半 の 主婦 は 、 家 族 の 世話 を 焼く こと が 一 番 大 切な 仕事 だ と 見 な され 
で es 

(つら 「 全 どき 、 大 家 さ きん が 世話 を 焼い て くれ る と は 、 珍 し いね 」 


O 先手 を 打つ 


自分 に と っ て 有利 な 状況 を 作る た め 、 相 手 よ り 先 に 対処 する 。 
make the first move, forestall 

Q と ん な 業界 で も 先 を 読ん で 、 先 手 を 打っ て いく こと が 必要 だ 。 
Q 「 先 手 を 打っ て 謝ら れ た ん じゃ 、 し か ろう に も し か れ な いね 」 


N 


<46・47 ペー ジ の 答 > ① 邪 魔 が 入る ② 図 に 乗っ 
① 女性 : お 茶 く らい 自分 で 入れ て よ 。 本 当 に ( ) わ ね 。 
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D そっ ぽ を 向く Ed 


相手 の 言動 に 対し 、 関 心 や 協力 する 気持 ち が 全 く な い 様 子 を 表す 。 


turn one's back on, ignore 


市 長 の あま り に 独断 的 な 命令 に 、 関 係 者 は そっ ぽ を 向い た 。 
Q RASTE koai Eb dpt. 


D 玉 に きず [-] 


完全 に 近い も の に 、 ほ ん の 少し だ け 欠 点 が ある こと 。 


the only shortcoming 


O ェ イ ズ の 治療 楽 も 日 々 進歩 し て いる が 、 値 段 が 高い の が 玉 に きず で ある 。 
(⑤ 「 南 教授 は 私 の 理想 だ けど 、 マ ザコ ン っ て いう の が 玉 に きず だ わ 」 


注 ) マ ザコ ン : mothercomplex マザー コン プレ ックス 


O 大 は 小 を 兼ね る 


Ne 


1 


大 きい も の は 小さ いも の の 代わ り に 使う こと が で き て 便利 だ 。 


Large things can also serve for small things. 


A 大 は 小 を 兼ね る と いう が 、 大 きい 車 は 都会 生活 に は 不便 だ 。 
この 冷蔵 庫 、 大 きく な い ? 」「 大 は 小 を 兼ね る か らい いよ 」 


) て くれ た の に …… cqU. Jti. 


lag] 29775: 新入 生 の と き は ( 
JOIN A ッ プ 割っ ちゃ っ た か ら 仕 方 な いで ONES 


女子 学生 : ( 


—á 
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«| 
"- 
O 駄目 で 元々 
だ b も と も と 
成功 の 可能 性 は 元々 低い か ら 、 失 敗 を 気 に せ ず や っ て みた ほう が いい 。 
have nothing to lose 
d) 駄目 で 元々 だ と 思っ て 挑戦 する と 、 案 外 い い 結果 を 生む も の だ 。 
(⑤「 駄 目元 だ と 思っ て 室 くじ を 買っ た ら 、 3 万 円 当たっ た の 」 
だ めも と 1 
注 ) 駄 目元 : 会 話 で よく 使う 表現 。 » | 
Ne. 
p 
O 知恵 を 絞る 
b え を し ば 
いい 方 法 や アイ デア を 生み 出 そ う と 一 生 懸 命 考え る 。 
rack one's brains 
d) 進 国 が 知恵 を 絞っ た CO 削減 対 策 も 、 問 題 が 山積 み だ 。 
(⑤「 最 近 の 学生 は 、 遊 ぶ こ と に ば か り 知 恵 を 絞っ て いる ね 」 
| 
= 
O 力 に な る 
ちか ら 
相手 に 対し て 好意 的 に 協力 する 。 
help 
日 本 政府 は 、 そ の 国 に 対し て 経済 面 で に な る こと を 約束 し た 。 
(⑤「 就 職 で は お カカ に な っ て いた だ き 、 心 か ら 感謝 し て お り ま す 」 
ER 


② 世 話 を 焼い ・ 大 は 小 を 兼ね る 


< 前 ペー ジ の 答 > ① 世 話 が 焼け る 
① 女性 : 好き な ん で し ょ ! ( ) で 、 彼 女 に アタ ッ ク し て みた ら ? 
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(a カ を 入れ る ンカ が 入る 


ある こと に 対し て 熱心 に 集中 し て 働き 掛け る 。 

make an effort, put one's energy into 

O 地域 の 特色 を 生か し た 町 プ く り に 力 を 入れ て いる 市 町 村 が 多い 。 
C2 「 単 位 は 取れ た し 、 後 は 論文 の 仕上 げに 力 を 入れ る だ け だ 」 


» 
O カ を 落と す 
| ちか ら お 


L=] ka 


失敗 し た り 不 幸 が あっ た り し て 、 気 力 が な なくなる 。 

be discouraged 

O 会 は 母 が 亡くな っ て 以来 、 す っ か り 力 を 落と し て し まっ た 。 

C2 「 北 先生 、 助 教授 昇進 が ダメ に な っ て 力 を 落と し て いる らし いよ 」 
- 2 


Si 
の [+] o=] E] 


① 物 事 が 順調 に 進む 。 ② 表 面 的 に 相手 の 気に入る よう な 言動 を する 。 


(D go well, be in good shape 


f. L] 調子 が いい 


ちょ う し 


② superficially say/do things to please someone 


f 体 の 調子 が いい 叶 は 、 仕 事 の 調子 も いい も の だ 。 


(や 「 そ ん を な 調子 が いい こと 言っ て お だ て て も 、 手 伝 わ な いわ よ 」 
X Jl 


Q 学生 A : ね 、 聞 いた ? 北 先生 の お 母 様 、 急 に 亡くな っ た ん で すっ て 。 
学生 B : 先生 、( ) て いら っ し ゃ る で し ょ う ね 。 
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"S 


o 調子 に 乗 Eal 


ちょ う し の 


自分 の 思う よう に 物事 が 進み 、 その 勢い に 乗っ て 行動 し 、 失敗 する 。 
get carried away (by success or smooth progress) 

f) pi cHTI*ocAC6- EB OUT. 

Q 「 昨 日 は 調子 に 乗っ て 飲み すぎ ちゃ っ た よ 」 


y. 
L1 調子 を 合わ せ る 


ちょ う し 


FIG amm || 


相手 に 話 や 行動 を 合わ せる 。 い い 結 果 を 得る た め に 、 自 分 を 主張 し 


な いこ と が 多い 。 

get in tune with, be agreeable 

df リレー は みん な で 調子 を 合わ せな いと 、 い い 結 果 が 得 ら れ な い 。 
(⑤「 先 輩 に 調子 を 合わ せ て 飲ん で いた ら 、 終 電 に 間に合わ な い ぞ 」 


口 ちょ っ と や そっ と - 


Na 


状況 の 程度 が 普通 以上 で ある こと 。 ま た 、 そ れ ら に 対し て 、 少 し ば か り 
の 対応 で は 、 状 況 が 変わ ちら な いこ と な ど を 示す 。 否 定 表現 と と も に 使う 。 


a little, easily (used with negative expressions) 
人 の 巨額 な 負債 は 、 ち ょ っ と や そっ と の 手当 て で は 減ら せな い 。 
( 〇 「 お 客 さん 、 こ の 渋滞 、 ち ょ っ と や そっ と で は 動か な いよ 」 


< 前 ペー ジ の 答 > ① 駄 目 で 元々 (駄目 元 ) 
だ め も と も と 


② 力 を 落と し 


① 男性 : だ れ か 電話 に 出 て ! お れ 、 天 ぷら を 揚げ て て 、( 2 だ 5 


a “zo 
L1 手 が 空く 


仕事 や 勉強 な どの 区 切り が つい て 少し 忠 に な る 。 

have free time 

f 手 が 空い た ら や ろう と 思っ て いる と 、 い つま で も で き な い も の だ 。 
ER 


EIS = 


| 自分 の 資力 を 超え て いて どう に も な ら な い 。 

can't afford 

東京 都心 の 一 戸建て 住宅 は 、 庶 民 に は と て も 手 が 出 な い 。 
elite dto e 


| [] 手 が 離 せな い 


て は な 


何 か を し て いる の で 、 ほ か の こと が で き な い 。 
be tied up 


O 手 が 離 せな いと き に 限っ て 、 客 が 来 た り する も の だ 。 
| "ODE UN 


[eras Q 男性 A :( ) た ら 、 この 携帯 の 使い 方 教え て よ 。 
男性 B : わか っ た 。 で も 、 こ の 仕事 、( ) じ ゃ 終わ ら な いか も 。 
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"ind 


C] 手 が 回 ら な い [m 


忙し か っ た り 資 金 が な か っ た り で 、 何 か する こと が で き な い 。 

be unable to do something (because of lack of time, money, etc.) 
d iix, Miki o 2o ERU IZ hl Sz Eo Ce 2. 
(や 「 卒 論 、 デ ー タ 整理 は し た けど 、 表 作成 まで 手 が 回 ら な いよ 


as 


レー 


O 手数 を 掛け る 手数 が 掛か る "pe 


be 


特別 に 時 間 や 労力 が か か る こと を する 。 


trouble (someone) /require time and effort 
f) 和食 は 見 た 目 は シン プル だ が 手数 を 掛け た も の が 多い 。 
(⑤「 こ の た び は 、 推 薦 状 の こと で 、 お 手数 を お 掛け し まし て ……」 


Ne 


» 
E 手 に 入れ る / 手 に 入る 


欲し いと 思っ て いた も の が 自分 の も の に な る 。 

get 

O ヘッ ド ハ ン ティ ング で 優秀 な 人 材 を 手 に 入れ る 会 社 も ある 。 
Q 「1960 年 も の の ワイ ン が 手 に 入っ た ん だ 。 今晩 飲み に 来 な いか 」 


注 ) ヘ ッ ド ハン ティ ング : headhunting 
能力 の 高い 人 を 、 ほ か の 会 社 な ど が いい 条件 で 引き 抜く こと 。 


Ne 


me < 前 ペー ジ の 答 > ① 手 が 離せ な い  ② 手 が 空い ・ ち ょ っ と や そっ と 
① 女 性 *: え ? も う 6 時 ? 手作り ケー キ ま で は ( ) ね 。 
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3 
D 手 に 負え な い ES 


自分 の 力 を 超え て いて どう する こと も で き な い 。 


unmanageable, beyond one's control 


久手 に 負え な い 様 子 の 現場 も 、 自 衛 隊 の 作業 で 素早 い 回 復 を 見 せ た 。 
(や 「 動 か さ な い で ! 私 た ちの 手 に は 負 を な いよ 。119 番 に 電話 ! 」 


| I 手 に つか な い 


気 に な る こと が あっ て ほか の こと が で き な い 。 

be unable to concentrate on something (because of other concerns) 
O 来 月 帰国 する ヤン さん は 、 今 か ら 仕事 が 手 に つか な いよ うだ 。 
C2 「 来 週 、 結 婚 式 だ っ て ? 」「 う ん 、 勉 強 が 手 に つか な く て 」 

V. 


O 手 も 足 も 出 な い Ex 


し 


自分 の 能力 を 大 きく 超え て いて どう する こと も で き な い 。 
helpless 

多大 晶 ス ー パ ペー が で きた ら 、 地 元 の 商店 は 手 も 足 も 出 な い 。 
[ (ga 「 日 本 語 能力 試験 の 1 級 、 難 し く て 手 も 足 も 出 な か っ た よ 」 


EO NER 


QA: お 子 さ ん の 入学 試験 の 発表 、 今 日 で し た っ け ? 
B : そう な ん だ よ 。 お か げ で 、 朝 か ら 何 も ( JAIE 
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O 手 を 掛け る / 手 が 掛 か る zt es] 


METZA, We EZ UEJti5.. 5424547, 
put in time and effort/require time and effort 

O AUERIN OML FODD, PATEE, 
( ら 「 こ の ソフ ト 、 古 く て 変換 が 遅い か ら 、 文 書 作成 に 手 が 掛か る ん だ 」 


D 手 を 貸す 


だ れ か が 何 か を する の を 手伝っ た り 協 力 し た りす る 。 

help, cooperate 
rA 銀行 の 経営 再建 に 国 が 手 を 貸す こと に 、 不 満 の 声 も 多い 。 
O 「 ナ オミ さん も 手 が 空 いた ら 、 ち ょ っ と 手 を 貸し て !」 


O 手 を 借り る 


X 


だ れ か に 手伝っ て も ら っ た り 協 力 し て も ら っ た りす る 。 

get help from 
オリ ン ピ ッ ク 開 催 期間 中 は 、 多 く の ボ ラン ティ ア の 手 を 借り る 。 
( ら 「 皆 さん の 手 を 借り て 、 無 事 に 研修 を 終 を る こと が で きま し た 」 


E. 
D 手 を 出す EI 


通常 は 避け た ほう が いい こと に 対し て 、 自 分 か ら 進 ん で する 。 
よく な い 結 果 を 生む と いう 意味 合い が ある 。 


get involved in (something indiscreet) 
素人 が 十分 な 知識 も も た ず に 株 や 外国 為替 に 手 を 出す の は 危な い 。 
(⑤「 父 は 日 閣 の よう に 、 か け 事 に は 手 を 出す な と 言っ て まし た 」 


D FeR, = 


し な けれ ば な ら な いこ と を 完全 に は し な いで 終わ ら せ る 。 


do carelessly, do in a slapdash manner 


事 必 の 原因 は 、 工 事 の 手 を 抜い た な こと に よる も の らし い 。 


( 〇 「 あ れ 、 ご 飯 と 漬物 だ け ? 今晩 は 手抜き だ ね 」 
注 ) 手 抜き : 会 話 で よく 使う 表現 。 


O 突拍子 も な い [=] 


と っ びょう し 


常識 で は 考え を られ な いよ うな 。 


< 前 ペー ジ の 答 > ① 手 が 回 ら な い  ② 手 に つか な い 
Lj QD 十分 な 情報 収集 を し な いで 新規 分 野 に ( ) の は 危険 だ 。 


crazy, wild 
新 旬 画 は 突拍子 も な いも の だ と 言わ れ た が 、 成 功 を 収め た 。 
( ら 「 面 接 で 目立ち た いか ら っ て 、 突 拍子 も な いこ と を 言う な よ 」 
S ジッ 


QX:( ) て 作っ た わり に は 、 味 は いま ひと つと いう と ころ だ な 。 


[p 
s 妻 : お そば っ て 単純 な 料理 だ けど 、 難 し に の よ 。 次 、 が ん ば っ て 。 
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P 
| O 45425 c 363^ 


や っ と 。「 ど うに か 」 を 強調 し て いる 表現 。 


somehow, barely 


d) 消費 物 の 改定 は 、 ど うに か こう に か 期間 内 に 結論 が 出 そ うだ 。 
( ゅ 「 タ クシ ー の 運転 手 を 急 が せ て 、 ど うに か こ う に か 間に合っ た 」 


口 どっ ちち も どっち [=-=] 


大 し た 違い は な く 、 ど ちら も よく な い 。 
Both are to blame. 
f けん か の 原因 は 、 た いて い ど っ ち も ど っ ちの 場合 が 多い 。 
( 〇 「 誕 生日 を 忘れ た か ら っ て 、 唱 を きか な い ? どっ ち も ど っ ち だ な 」 


と と 


o 長い 目 で 見 る 


直接 的 な 結果 だ け を 考え る の で は な く 、 将 来 の こと を 考え て 判断 する 。 
see (something) in the long run 

企業 の た め の 公 的 資金 の 投入 は 、 長 い 目 で 見 れ ば 疑問 だ 。 

( 〇 「 早 く 一 人 前 に な る よう が ん ば り ま す 。 長 い 目 で 見 て くだ さい 」 


k 


< 前 ペー ジ の 答 > ① 手 を 出す / 手 を 貸す ② 手 を 掛け 
: ① 女 性 : 日 曜 は 遊び た いか ら ( ) 土 曜日 まで に 片付け よう ね 。 


a . ES 
O 何 が 何で も 
な に 
どん な こと が あっ て も 。 絶対 に 。 
no matter what, at any cost 
何 が 何で も 有名 幼稚 園 に 子供 を 入れ た が る 親 に は 、 向 か され る 。 
(や 「 何 が 何で も 自分 で や ろう と 思う な よ 。 甘え る こと も 必要 さ 」 
Na 
"d 
O 何 か に つけ て 
な に 
多く の 機会 を 利用 し て 積極 的 に 何 か を する 。 
for every little thing, every chance 
f 「 ボ ポス の 日 」「 秘 書 の 日 」 な ど 、 企 業 は 何 か に つけ て 記念 日 を 作る 。 
(や 「 何 か に つけ て 女性 ば か り 飲 み に 誘 う の は セク ハラ よね 」 
注 ) セ クハ ラ : sexual harassment 性 的 嫌がら せ 。 
ow NUEVE T. 
(C Y 
O 何 か ら 何 まで 
に な に 
ト 
すべ て 。 小 さい も の か ら 全 部 。 
everything, totally 
最近 の 引っ 越し は 、 何 か ら 何 まで 業者 が や っ て くれ る 。 
Q 「 本 当 に 何 か ら 何 まで お 世 語 に な っ て 、 あ り が と う ご ざ いま す 」 


し E 


me Q 学生 A : 卒論 、 間 に 合っ た ? 
— 学生 B:( ) ね 。 で も 、 通 る か な あ ? 
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[=] [sx] 


態度 が は っ きり し な いで ぐず ぐず し て いる 様子 。 


indecisive, wishy-washy 
mm※ で 何 か 聞 か れ て 、 煮 え 切 ら な い 態 度 を と る の は よく な い 。 
( ら 「 結 婚 す る の か し な い の か 、 彼 の 態度 が 煮え 切ら な く て 


D gage = 


責任 が 大 きす ぎ た り 、 自 分 の 能力 以上 で あっ て 、 気持 ちの 負担 が 大 きい 。 
be a heavy load 
部 下 に 仕事 を させ る な ら 、 少 し 荷 が 重い ほう が や る 気 を 引き 出せ る 。 
(つら 「 留 学生 会 の 会 長 な ん て 、 私 に は 荷 が 重 す ぎ ま す よ 」 


£ 
nm 二番煎じ ES 


EEE 


前 の も の の まね や 繰り 返し で 新しく な いこ と 。 

rehash, just an imitation 

f o ベン チャ ー ビ ジ ネス の 中 に は ヒッ ト も ある が 、 二 番 取 じ も 多い 。 
(つら 「 喘 画 、 ど うだ っ た ? 」「 前 作 の 二番煎じ さ 」 


注 ) ベ ンチ ャ ー ビ ジ ネス : venture business 
P 


O 抜け 目 が な い | 一 | Bru 


[>] [Ez] 


O ーー の 無い 


ずる 賢く 立ち 回 っ て すき が な い 。 
shrewd, astute 

O 抜け 目 が な いと 言わ れ て も 、 リ スト ラ 対 策 を 考え て お くべ きだ 。 

( 〇 「 教 授 に も チョ コ あ げた っ て ? 抜け 目 な いね 」「 試 験 前 だ も の 。 当 然 」 


この 場合 は バレ ンタ イン デー の チョ コレ ー ト 。 


前 の 人 と 同じ よう な 失敗 を する こと 。 

repeat another's folly 
人 回 の 事故 は 、 数 年 前 の 只 落 事故 の 二の舞 い に な る と ころ だ っ た 。 
(S 「 こ れ じ ゃ 、 前 期 試験 の 二の舞 い だ よ 。 勉強 方 法 を 変え な くち ゃ 」 
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Aa 
< 前 ペー ジ の 答 > ① 何 が 何で も ⑳ ど うに が か こう に か 
D と うと う 結 婚 式 の 司会 、 頼 まれ ちゃ っ た 。( ) な あ 。 


HE) 5 
に 
/ $3 
— 熱 が こも る 
m 
熱意 や 力 が 入っ て いる 。 
impassioned, enthusiastic 
投票 日 を 明日 に 控え て 、 候 補 者 の 演説 に も 一 段 と 熱 が こも っ た 。 
( ら 「 学 生 た な ちの 熱 が こも っ た スピ ー チ に 拍手 を お 願い し ます 」 
m p 


② 女性 A : ZPLELC/— HEI RECBÆCTEZJKLAobL ko 
- KEB : ほん と う 3 ? ( ) わ ね 。 カ レ で も な い の に 。 
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BEZ 7: 2D DIS 9 PIRE | | 


「 | 12510&c[] 


(テキ スト に ある も の は * の マー ク が つい て いま す ) 


Q * 一 か 八 か ip 8] *ー 息 入れ る ip 2 * 一 人 相撲 を 取る [p23 
* = U [p.63] * 二 の 舞い hp.e21 
= ー の 花嫁 この 場合 の 「 三 国 」 は 中 国 、 イ ンド 、 日 本 を 指す 。 


目 本 の 室町 時 代 に 流行 し た 言い 方 で 、「 三 国 」 は 世界 を 指し て いる 
四苦八苦 仏教 の 教え る 、 人 の 世 を 生き る 苦し み の 種類 を 表し て 
苦 は 「 生 」「 老 」「 病 」「 死 」 の こと 。 

々 


人 が 集まっ た りす る と き に 使う 数 字 で 、 3 人 、5 人 が 


手 が 掛 か る [p.58] ( 手 + が 十 自動 詞 ) 
手 を 掛け る [p. 58] ( 手 十 を 二 他 動詞 ) 


外国 人 学習 者 に と っ て 、 こ の 使い 分 け は 難し いよ う で す 。 な ぜ な 
ら 、 自 動詞 か 他動詞 か に よっ て 、 助 詞 に 使い 分 けが ある だ け で は な 
く 、 意 味 も 変わ り 、 そ の 上 その 表現 が プラ ス の 意味 を も っ た り 、 マ 
イナ ス の 意味 を も っ た りす る こと が ある か ら で す 。 


手 が 掛 か る 自動 詞 の 使い 方 は マイ ナス の 意味 が ある た め 、 注 意 が 必要 ! 
・ あ な た は 本 当 に 手 が 掛か る 人 ね 。 
(褒め られ た わけ で は あり ませ ん 。 相 手 は あな た の 態度 に 困っ て いる の で す ) 
・ 犬 を 飼っ て いる が 、 geo »i-U. 散歩 に 連れ て いっ た り 、 本 当 に 
手 が 掛 か る 


う ちの 宿 六 仕事 を し な いで 、 家 で ぐう た らし て いる 夫 を 指し て 、 


妻 が 言う 言葉 。 こ の 「 六 」 は 「 ろ く で な し 」 に 由来 する 。 
七 面 倒 く さい この 場合 の 「 七 」 は 、「 非 常に 」 と いう 意味 で 使 
し ち め ん どう 
れ て いる 。 
HAS 日 本 の 江戸 時 代 に 、 村 民 に 規則 違反 が あっ た と き に 、 そ 
の 家 と は 村 の 10 の 交際 の うち 「 家 事 」 と 「 葬 式 」 以外 は 援助 も 見 舞 
いも し な か っ た こと 。 残り の 8 つ は 、「 元 服 」「 出 産 」「 結 婚 」「 普 
」「 病 気 」「 水 害 」「 旅 行 」「 年 忌 」。 
Q anA 結婚 式 で 新郎 と 新婦 が 、 同 じ 三 つ 組み の 杯 で 酒 を 3 度 
合計 9 度 飲み 合う 結婚 の 約束 の 儀式 。 1 
* 十 人 十 色 [p.46] 好み 、 考 え 、 性 格 な ど が 、 人 に よっ て 違う こと 。 
この 10 は 「 す べ て 」 の 意味 。 
あな た の 国 で は 、 数 は どん な ふう に 使わ れ て いて 、 ど ん な 意味 
を も っ て いま すか 。 調べ て みる と 面白 いで すね 。 


手 を 掛け る 他動詞 で 使う と 、 マ イナ ス の 意味 は な く な る ! 
・ 犬 を 飼っ つて いる 。 自 分 の 家族 だ と 思っ て 手 を 掛け で 大 切 に 育て て いる 。 


〇 の 部 分 に 助詞 を いれ て くだ さい 。 
差 つ つけ る rp.%9] (他動詞 ) —SRO'FU $00 (他動詞) 
差 び つく rp.42] (自動 詞 ) 頭 〇 下がる [p.14] (自動 詞 ) 


ヤン さん の ライ バル の ケイ さん は 、 毎 日 漢字 を 勉強 し て いて 本 当 に 
頭 が 下がる 。 ヤ ン さ ん は いつ の ま に か 差 を つけ られ て (「 差 を つけ る 」 の 受け 
身 形 ) し まっ た 。「 こ ん な に 問 証 紀 王 納 は 、 も う 追 いつ け な い 」 と 思 つ た ヤン 
さん は 、「 ケ イ さ ん 、 漢 字 を 教え て くだ さい 」 と 頭 を 下げ た 。 


「 慣 用 表現 」 の 自動 詞 ・ 他 動詞 を 上 手 に 使い 分 ける と 、 日 本 語 の コ 
ミュ ケー ショ シン に と で も 役 め ます よ 。 
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xs 


園 熱 が 冷め る [=] 


何 か に 夢中 に な っ て いな た 気持 ち が 准 め る 。 

lose interest, (one’s passion) cools 
人 急 に 人 気 が 出 た よう な ヒッ ト 商 品 は 、 消 費 者 の 熱 が 冷め る の も 速い 。 
O rn 放課後 は 柔道 部 の 練習 じゃ な い の ? 」「 熱 が 准 め ちゃ っ て 」 


[-] aa 


RRO BREE C. So c LE am vs 
a bolt from the blue 

O 大 手 保険 会 社 の 突然 の 倒産 は 、 契 約 者 に と っ て は 寝耳 に 水 だ っ た 。 
( ら 「 海 外 に 転勤 だ っ て ? 」「 そ うな ん だ よ 。 寝 耳 に 水 さ 」 


Mi 
し 
O 音 を 上 げ る ra 
昔 し いこ と に 我慢 で き な く な っ て 、 続け る 気力 が な く な る こと 。 
give in, throw in the towel 
d 生活 環境 の 急速 な を デジ タル 化 に 、 音 を 上 げ る お 年 寄り が 多い 。 
( ゞ 「 一 晩 の 徹夜 で 音 を 上 げ る よう じゃ 、 こ の 研究 、 続 けら れ な い ぞ 」 
注 ) 徹 夜 : 一 時 中 起き て いる こと 。 
一 


<62・63 — 70725 ① 荷 が 重い  ② 抜 け 目 が な い 
A ① スキ ャ ンダ ル が 原因 で ( ) て し まう ファ ン も いる そう だ 。 
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" 
AX + 
O 念 を 押す 
一 度 言っ た こと を また 確か め る 。 注意 する 。 
remind, say again to make sure 
O こみ を 分 別 す る よう に 何 度 も 念 を 押し て も 、 守 れ な い 人 が 多い 。 
( ら 「 飲 ん だ ら 乗る な っ て 念 を 押し た の に 」「 ご めん 、 二 度 と し な いよ 」 
we 4 
< 
| O 喉 か ら 手 が 出る 
の ど ad で 
何 か が 欲し く て 仕方 が な いと 思う 気持 ち 。 
want badly 
安全 な エネ ルギー は 、 ど の 国 も 喉 か ら 手 が 出 る ほど 和 欲しい だ ろう 。 
(2 「 こ の 服 、 喉 か ら 手 が 出る ほど 欲し いけ ど 、50 万 じゃ ね を …… コ 
し J 
"E 
O 歯 が 立た な い [=] 
相手 が 強 す ぎ た り 物事 が 難し すぎ た り し て 、 対 処 で き な い 。 
be beyond one's power, be no match for 
O 日本 の サッ カー も 、 強 い 国 を 相手 に する と 歯 が 立た な い 。 
| | (や 「 試 験 、 ど うだ っ た ? 」「 難 し く て 全然 歯 が 立た な か っ た よ 」 
j A 


② 学生 A : 西 先生 っ て 、 学 生 時 代 テ ニス の チャ ン ピ オ ン だ っ た ん だ っ て 。 
学生 B : 道理 で 。 僕 な ん か 、( ) わ け だ 。 
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ーー 


C Rs = 


失敗 な ど を 人 に 知ら れ 、 恥 ず か し い 思 い を する 。 


humiliate oneself 


本 知 で 恥 を か く よ り 、 わ か ら な いこ と は 聞い た ほう が いい 。 
Q 「 こ の 間 、 先 生 に 敬語 の 使い 方 間違っ て 、 恥 を か いち ゃ っ た 」 


ーー 
L] 鼻 が 高い 


は な た か 


得意 な 気持 ち 。 誇 らし いと 思う こと 。 

be proud 

d) 世界 に 先駆 けた 電気 自動 車 の 成功 に 、 会 社 も 鼻 が 高い だ ろう 。 
Q 「 新 人 文学 賞 だ っ て ね 。 優 秀 な 学生 を 持っ て 僕 も 鼻 が 高い よ 」 


は ] C2 


共通 点 が 多く あっ て 、 話 し て いて 楽し い 。 

be easy to converse with (because of common interests) 
人 は 大 学 が 同じ だ っ た の で 話 が 合い 、 商 談 も 順調 に 進ん だ 。 
(⑤「 キ ャ シー さん と は 話 が 合う か ら 、 苦 手 な 英語 も 楽し いわ 」 


Na 


< 前 ペー ジ の 答 > ① 熱 が 冷め ② 歯 が 立た な い 
[5] 


① 親しい 友だち ゃ 、 生活 状況 が 変わ る と ( ) な く な る こと も ある 。 


f ES 
vnd 
D gw 
楽し 雰囲気 で 会 話 が 活気 づく 。 
conversation becomes lively 
O 話 が 弾む と いっ て も 、 最 近 は メー ル で の 会 話 を 指す こと も ある 。 
(2 「 お 話 が 弾 ん で いる と ころ 申し 訳 あ り ま せん が 、 お 時 間 で す 」 
Nest —( 
の ^» 
O 話 に な ら な い [=] 
話 を する 価値 が な が い 。 あ まり に ひど すぎ て 何 も 言 えな い 。 
be out of the question 
O コス ト が 高く て 話 に な ら な い の で 、 国 内 生産 は 中 止 に な っ た 。 
( ら 「 に この 机 、 注 文 し て か ら 出 来 上 が る の に 1 年 も か か る の ? 
話 に な ら な いね 」 
し J 
| DORENS = 
ほか の 人 の 話 を 途中 で 邪魔 し て 話 を 続け られ な くす る 。 
spoil someone's story (by butting in) 
O 語 の 用 を 折ら れる と 、 そ の 前 に 何 を 話し て いた か 忘れ て し まう 。 
(⑤「 語 の 腰 を 折っ て 悪い ん だ けど 、 時 間 が な いか ら 手 短 に し て 」 
Na y 


m ② 学生 A : この 研究 、 予 算 は 10 万 円 だ っ て 。 
— 学生 B:10 万 円 ? ( ) よ 。 最 低 100 万 は か け な い と 。 
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70 


L1 鼻 に か ける 


自分 が ほか より 優れ て いる こと を 意識 し て 慈 度 に 表す 。 

be conceited about 

O 南 教 授 は 功績 を 鼻 に か け な い の で 、 学 内 で の 評判 が いい 。 

( ら 「 森 きん っ て 、 パ ソコ ン の 知識 すご いけ ど 、 少 し 鼻 に か け て る ね 」 


[] 鼻 に つく 


① 嫌 な に お い が す る 。 ② 同 じ こ と を 繰り 返さ れ て 、 飽 き て 嫌 に な る 。 
①stink — Q get fed up with 
d 「 た く あ ん 」 は 慣れ な いう ち は に お い が 算 に つい た が 、 今 で は 大 好物 だ 。 
( ら 「 大 好き な 相手 で も 、 毎 日 一 緒 に 暮らせ ば 鼻 に つく こと も ある よ 」 


S. 


A 
O0 羽 を 伸ばす 


EPS 


は ] € 


抑え られ た 状態 か ら 自 由 に な る 。 思い通り に 行動 する 。 


go on the loose 


O 日 本 の 大 学 受験 は 厳し い の で 、 入 学 後 、 羽 を 伸ばす 学生 が 多い 。 
( ら 「 南 先生 、 学 会 で 、 来 週 か ら 2 週間 休講 ! 」「 少 し 羽 を 伸ばせ る ね 」 


< 前 ペー ジ の 答 > ① 話 が 合わ 話 が 弾 ま 


② 話 に な ら な い 


① コン パ に カラ オケ ……。 試験 の 後 は ( ) な くち ゃ ! 


[—] [mj] J 


Emm |) 


; 


[] 早い 者 勝ち 


は や も の が 


ほか より 早い 人 が 利益 を 得る 。 

First come, first served. 

O 得 を する よう な 気 が し て 、 早 い 者 勝ち に 釣ら れる 客 は 多い 。 

(や 「 新 型 パ ソコン が 7 万 円 。 5 至 だ け で すか ら 早 い 者 勝ち で す よ !」 
AR 


O 腹 を 立て る ノ 腹 が 立つ ez 


何 か に 対し て 不愉快 な 気持 ち に な り 、 怒 り を 感じ る 。 

get angry 
f 日 本 で は 、 国 民 が 政治 に 腹 を 立て て も 、 酸 動 に 玉 る こと は 少な い 。 
(や 「 そ ん な 小さ いこ と に 腹 を 立て て も し ょ う が な いで し ょ 」 


D ば か に する [2] 


Ss. 


相手 や 物 に 能力 や 価値 が な いと 判断 し 、 低 く 見 た り 無 視 し た りす る 。 
make fun of, make light of 
O 必 放 は 重い 病気 の まき っ か け に も な る の で 、 ば か に する こと は で き な い 。 
(や 「 ロ ポッ ト 犬 な ん て ば か に し て た けど 、 意 外 に か わい いん だ 」 


② 女子 学生 A : 北 先生 、 女 性 に は この 研究 は 無理 どっ て ( 
学 究 っ 


) の よ 。 


克子 学生 B* そ うな の よ 。 も う 1 考 を た だ け で も ( ) わ よ 。 


AL 
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zs 


O ば っ と し な い Ea 


ンー 


--— 


人 目 を 引か な い 。 あ まり よく な い 。 

lackluster, lack impact 

d 力 し た に も か か わら ず 、 営 業 成 績 は ば っ と し な か っ た 。 

( ら 「 こ の か ば ん 、 デ ザイ ン は ぱっ と し な いけ ど 、 使 いや すい ん だ 」 


O 一 息 入れ る 


ひと いき v 


仕事 な ど を 続け て き て 、 少 し だ け 休 む 。 

take a breather 

O 会議 が 長引い た と き は 、 一 息 入れ た ほう が いい アイ デア が 出る 。 
( 〇 「 半 分 終わ っ た ね 。 ち ょ っ と 一 息 入れ て 、 お 茶 で も 飲も う 」 


Ne 


— 
O ペ ご 避 で は ば は ない 
ひと 


[-] ka 


自分 に は 関係 な いこ と だ と 無関心 で は いら れ な い 。 
cant be indifferent about 
Q 人 問題 は 、 だ れ に と っ て も 人 ご と で は な い だ ろ う 。 
( ら 「 先 輩 、 就 職 が な いっ て 。 人 ご と じゃ な いな 。 お れ た ち も 来 年 だ 」 


J 


② ば か に する ・ 腹 が 立つ 


m < 前 ペー ジ の 答 > ① 羽 を 伸ばさ 
) な 。 人 目 を 引か な いよ 。 


① これ 、 学 園 祭 の ポス ター? ( 


ン 
O 人 目 を 引く €» [7] 
様子 が 際立っ て いて 人 の 注目 を 集め る 。 
attract attention 

O 犯人 は 犯行 後 も 、 人 目 を 引く 帽子 を か ぶっ て いた そう だ 。 
(や 「 そ の ピン ク の パン ツ 、 人 目 を 引く わ よ 。 も っ と 地味 に し て 」 

Sa 

" 

D cARRERS = 
自分 だ け の 勝手 な 判断 で 一 人 で 何 か を LR 無駄 な 結果 に 終わ る 。 
make a fuss for nothing 

O 全 加 の 入札 は 参加 者 が な く 、 一 人 相撲 を 取る 結果 に な っ た 。 
(「 君 も 僕 の こと を 好き だ と 思っ て た けど 、 僕 の 一 人 相撲 だ っ た ね 」 

に 

だ 
悲鳴 を 上 げ る EX 
普通 に で きる 程度 を 超え た 状態 に な っ て し まい 、 困 る 。 
be overwhelmed, cry for mercy 

d モー ル 初 日 に は 客 が 大 勢 押し 寄せ 、 店 は うれ し い 悲 喝 を 上 げた 。 
(や ⑤「 デ ー ト 代 に プレ ゼン ト に …… 今 月 は 財布 も 悲鳴 を 上 げ て いる な 」 
S. 


② 学生 A : 中 村 君 、 必 修 科 目 落 と し た ん だ っ て 。 
学生 B :( ) な 。 お れる も 出席 日 数 、 ち ょ っ と 危な いん だ 。 
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T4 


O 冷や 汗 を か く Ex 


失敗 し た り 恥ず か し い 思 い を する の で は な いか と 心配 し て 緊張 する 。 
は 

break into a cold sweat 

f) 会 議 は 順調 に 進ん だ も の の 、 鋭 い 質問 に 冷や 汗 を か く 場 面 も あっ た 。 

O 「 ス ピー チ の 途中 で 考え て た 文 を 忘れ て 、 冷 や 汗 か いち ゃ っ た 」 


Ll ぴく と も し か ない 


何 が あっ て も 全然 動か な い 。 悪 い 結果 に な ら な い 。 

stand firm, not budge an inch 

f 多少 の 不況 で は びく と も し な か っ た 企業 が 次 々 に 倒産 する 時 代 だ 。 
( 〇 「 我 が 社 の 工法 で 建て た 家 は 、 地 震 が 来 て も びく と も し ませ ん 」 


Neuer: 


E 
口 ピン か ら キ リ ま で 


F 
[] ピン ト が 外れ る 


は ず 


[=] Eee] 


言う こと な ど が 要点 を 突い て いな いで 間 が 抜け て いた りす る 。 

be out of focus 

O 人 どき 会 社 が 結婚 退社 を 要求 する と は 、 少 し ピン ト が 外れ て いる 。 
( ら 「 北 先生 の 、 質 問 に 対す る 答え 、 ち ょ っ と ピン ト が 外れ て た ね 」 


口 ぴ どん と くる icd 


本 当 の 事実 な ど を 直感 的 に 感じ 取る 。 


realize instinctively, ring a bell 


O この 顔 に びん と きた ら 110 番 ! (2 罪 容疑 者 の 顔 写真 に 添え る 言葉 


ん ざい よう ぎ し ゃ 


( ら 「 彼 を 見 た と た ん 、 ぴ ん と きた の 。 神様 が 決め た 人 だ っ て 」 


ES = 


p 
O $svvlz 375 7 OU 2S 


[-] Ee] 


いい も の か ら 悪 いも の まで 。 
every sort of 
f この 国 の 宇 石 は 有名 だ が 、 値 段 も 品質 も ピン か ら キ り ま で ある 。 


( 〇 「 ホ ー ム ペー ジ 、 増 えた けど 、 内 容 は ピン キリ だ ね 」 
i) ピンキリ : 会 話 で よく 使う 表現 。 


me < 前 ペー ジ の 答 > CDI es OUS ONE EC EEZRUS 
① ふう 、 何 と か 助かっ た …… "Cu J( ) た な あ 。 


ある きっ か け か ら 、 今 まで の 替 力 や チャ ンス を 急 に 失う こと 。 


waste/be wasted 


外用 意 な 発言 か ら 大 臣 の 地位 を ふい に し た 政治 家 も いる 。 
(や 「 え 、 デ ー タ 削除 1? 1 カ月 の 作業 が ふい に な っ た じゃ な いか 」 
i 


OFEA : 試験 の 選択 問題 、 わ か ら な いと きど うす る ? 
à 学生 B : 最初 に ( ) た も の を 書く と 、 た いて い 当 た る よ 。 


To 


Ll 太く 短く ET i 


自分 の 思う よう に し た いこ と を する 。 人 の 生き 方 に 関し て 、 長 生き な 
ど し な く て も いい か ら 自 由 に 生き る 、 と いう 意味 を 表す こと が 多い 。 


Live a short but merry life. 
O 父 は 太く 短い 人 生 を 理想 と し て いた が 、 大 病 し て か ら 考 え を 変え た 。 
(や 〇 「 好 きなこ と を し て お いし い 物 食べ て 、 太 く 短 く 生 きた いな 」 


ses —— 


zs 


L1 懐 が 温か い / 懐 が 寒い / D] 


: 


ーー 


お 金 が 十分 ある 。 お 人 金 が あま りな い 。 

have plenty of money/be short on money 
d) 給料 日 前 は 懐 が 寒い の か 、 飲 み 屋 も 客 が 少な く な る そう だ 。 
(つら 「 装 学 人 金 が 入っ て 懐 が 温か いか ら 、 今 日 は 焼肉 定食 に し よう 」 


[ 口 プレ ー キ を か ける 


[-] Ex] 


何 か が 実行 され て いく の を 邪魔 し た り 遅 ら せ た りす る 。 
put a stop to, put the brakes on 
O EKLER PEMET- FEDT, 
( ゞ 「 北 先生 は 飲み 始め る と 、 プ レー キ を か けら れ な いか ら な あお 」 


E EN 


7— 


O 踏ん だ り 蹴 っ た り [=] 


悪い こと が 続い て 起こ り 、 そ れ に 対し て うん ざり し た 気持 ち を も つ 。 

add insult to injury 

O 雨 で 試合 は 中 断 。 再開 し て も 大 敗 。 フ ァ ン は 踏ん だ り 蹴 っ た り ! 
(スポ ー ツ 新聞 の 見 出し ) 

Q 「 電 車 で 足 を 踏ま れる わ 、 痴 漢 に 遭う わ 、 踏 ん だ り 蹴 っ た り よ 」 


S 


< 前 ペー ジ の 答 > ① 冷 や 汗 を か い QUAES 
CD 財布 は 忘れ …… 昔 の 彼女 に ば っ た り 会 い ……( 
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の プー 78-2784 


O へ そ を 曲げ る EA 


ある 理由 を きっ か け に 機嫌 を 悪く し て 、 頑 固 な 態度 を と っ た りす る 。 
get cross and act stubborn 

O 不 親切 な 店 員 の 説明 に 、 客 は へ そ を 曲げ て 帰っ て し まっ た 。 

(や 「 彼 っ た ら へ そ を 曲げ て 、 私 と 口 を きか な い の よ 」「 子 供 ね 」 


T 
HE 
[] 細く 長く 


ほそ な が 


「 太 く 《 短 く 」 の 反対 の 意味 。 派 手 さ や 激 し さ は な い が 、 長 く 続 く 
様子 を 表す 。 人生 に 関す る こと 以外 に 使わ れる こと も 多い 。 


Live a simple but long life. 


r4 適度 な 距離 を 保っ て 細く 長く 続く 友人 関係 や 悪く な いも の だ 。 


し (⑤「 茶 道 は 一 生 の 趣味 と し て 、 細 く 長 く 続け た いと 思っ て いま す 」 


② 妻 : ね を 、 あ な た 、 家 の 中 で 自分 の 娘 と メー ル し て る の ? 
A. 中 娘 


夫 : 先週 、 髪 型 の こと 注意 し た ら ( が で る VTR な た だ 
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18 


D 骨 が 折れ る / 骨 を 折る [—] Er] / [] 


何 か する の が 大 変 だ 。 苦 労 す る 。 ノ 普 労 し て する 。 何 か に 力 を 尽く す 。 
be laborious/take pains 

d) 海 の 上 に 空港 を 建設 する 工事 は 骨 が 折れ る も の だ っ た 。 

Q 「 北 先生 が 骨 を 折っ て くれ た お か げ で 、 あ の 文献 、 手 に 入っ た よ 」 


"a 


o 棒 に 振る [=] 


努力 な を ど を 無駄 に し て し まう 。 
Waste 
d) 最近 は 安定 し た 職 を 棒 に 振っ て 脱サラ を 希望 する 人 も いる 。 


Q 「 申 し 込み 期限 を 勘違い し て いて 、 奨 学 金 を 棒 に 振っ ちゃ っ た よ 」 
注 ) 脱 サラ ・ サ ラリ ー マ ン を 辞め て 、 自営 業 な ど に 就く こと 。 


M 
"ELTE e» 


問題 の 要点 を 正確 に と ら え る 。 

be on the mark, hit the nail on the head 
d 外国 人 の 日 本 に 対す る 意見 や 指摘 の 中 に は 的 を 射 た も の も 多い 。 
( ら 「 こ の ゼミ の 学生 は 的 を 射 た 質問 を する か ら 、 大 変 だ けど 面白 いよ 」 


< 前 ペー ジ の 答 > ① 踏 ん だ り 蹴 っ た り ② へ そ を 曲げ 
D dM 


① あの 俳優 は も と 体操 の 選手 だ っ た か ら 、 本 当 に ( ) ん だ っ て 。 


O 真 に 受け る [=] 


本 当 だ と 思っ て し まう 。 真実 だ と 思う 。 
take seriously 

B 「 ケ クン グン や せる 」 な どの 甘い 言葉 は 真 に 受け な い ほ うがい い 。 
(や 「 大 けさ な 話 を 真 に 受け て 、 損 し ちゃ っ た よ 」 


ーー 


D 見 え を 張る E 


M E. 


人 に よく 思わ れ よ うと し て 、 必 要 以 上 に 無理 を する 。 

show off 
O 人 は 外見 で 判断 する こと が ある 。 服 装 に 見 え を 張る こと も 時 に は 必要 だ 。 
( ら 「 友 達 が 一 緒 だ っ た か ら 、 つ い 見 え を 張っ て 高い の を 買っ ちゃ っ た 」 


に 


E: 身 が 軽い 


① 体 の 動き が 軽い 。 
@ nimble 


② 家 族 な ど 行 動 の 自由 を 制限 する も の が な い 。 
(2) carefree, be free of attachments 

相 欄 の カ 上 は 体 の 大 き さ の わり に 身 が 軽い 。 

QG 「 丸 非 知 は 独身 で 身 が 軽い か ら 転勤 か ち しれ な いね 」 


に A 


② 学生 : 先生 、 こ の た び は 本 当 に いろ いろ ( ) て いた だ いて …… き 
先生 : 就職 決ま っ た そう だ ね 。 よ か っ た ね 。 お めで と う 。 
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その 人 より 優れ た 人 が いな い 。 
be second to none 

d) 脱 外 科 の 手術 で は 、 南 教授 の 右 に 出る 者 が な い 。 

( つ 「 田 中 さん に パソ コン を 扱わ せ た ら 右 に 出る 者 が な いよ 」 


F 1 
O 有 に 出る 者 が な い b 


ン 


D 水の泡 Ea 


に 


努力 し て きた こと が 無駄 に な る こと 。 

come to nothing 

O 男 際 紛争 が 原因 で 国際 試合 不参加 と は 、 選 手 の 努 力も 水の泡 だ 。 
(や 「 え 、 研 究 、 先 を 越 きれ た の ? これ まで の 苦労 が 水の泡 か 」 
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[1 身 に 染み る 


① 寒 き な ど 強く 感じ る 。 
feel deeply 


② 物 事 を し み じ み と 深く 感じ る 。 


O 一 人 問 ら し で 病気 の と き に 受け た 親切 ほど 身 に 染み る も の は な い 。 
C9 「 南 国生 まれ だ か ら 日 本 の 冬 の 寒さ は 身 に 菜 み ます 」 


口 身 に つけ る / 身 に つく 


4B — 70» ① 身 が 軽い Qe 
CD MORE CIC Z de o RAEE, KOB N as 8 
も うし ょ 


" 
C fA Exi 
先 に し た 人 の まね を し て 同じ よう に する 。 批 判 の 意味 を 含む こと も ある 。 
に 】 
imitate, follow suit 
d) A 固 が 原油 の 価格 を 値上げ する と 、 ほ か の 国々 も 右 へ 個 え を し た 。 
Q 「 寄 付い くら に する ? 」「 隣 の 家 が 千 円 だ か ら 右 へ 他 え で いい よ 」 
Arme. 
D xti m ] 
みず Dab 
性 格 が 違う た め 、 調 和 で き な い で 反発 し 合う こと 。 
be like oil and water, not get along 
f) 税率 引き 上 げ を めぐ る 両 党首 の 意見 は 、 水 と 油 の よう に 対立 し た 。 
( ら 「 丸 井 と ナオ ミ さ ん 、 性 格 は 水 と 油 だ けど 、 妙 に 仲 が いい よね 」 
Ne JA 


KC わが か っ 7 た 8 1 


学ん だ 技術 や 知識 な ど を 本 当 の 自分 の カカ に する 。 プ な る 。 
acquire (skill or knowledge) 
O 一 度 生 に つい た 習慣 は 、 な か な か 変え られ な いも の で ある 。 
(9 「 日 本 で コン ピュ ー タ の 技術 を 身 に つけ て 帰り た いと 思い ます 」 


② 男性 A : うま ぃ ! 


どこ で こん な 料理 の 腕前 を ( )72 0019 
男性 B : お れ 、 DAS し が 長かっ た か ら 。 自然 に ( Weke 
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1 f 
pe gao || IIT 
人 が 指摘 し た 自分 の 悪い と ころ が 真実 な の で 聞い て いる の が つら い 。 思い が け な い こと で 聞き 違い で は な いか と 思う 。 
make one's ears burn cant believe one's ears 
教師 に は 耳 が 痛い 話 で も 、 学 生 の 評価 は 素直 に 受け 止め る べき だ 。 r4 その 事件 で は 、 耳 を 疑う よう な 事実 が 明らか に な っ た 。 
(や 「 今 日 の ゼミ 、 先 生 の 指摘 は 耳 が 痛かっ た けど 、 勉 強 に な っ た よ 」 (9 「 コ ン テ ス ト の 最終 審査 で 名 前 を 呼ば ん た と き は 、 一 瞬 耳 を 疑っ た 」 
M 4^9 に v 
B d i NN 
O 耳 に 入れ る / 耳 に 入る O 脈 が ある 
偶然 知っ た 情報 を だ れ か に 伝え る 。/ 伝 わる 。 相手 の 反応 か ら 判 断 し て うま くい きそう だ 。 
tell/hear have hope, be promising 
g ERE RO HIA S0D2HEIJJLO. PIRS Ao. 4 会 社 の 面接 で 意地 悪 な 質問 を され た 場合 は 、 案 外 脈 が ある と いう 。 
Q 角川 課 長 、 ち ょ っ と お 耳 に 入れ た いこ と が ある ん で す が …… コ | G 「 パ ー テ ィ ー で 会 っ た 彼 、 携 帯 の 番号 くれ た し 、 脈 が あり そう 」 
k — M 
f ] il i p 
O 耳 に する | O0 見 る 目 が ある C3 
MS | 物事 や 人 物 の 価値 や 実 ける 。 
うわ さや 情報 な ど を 偶然 聞い て 知る 。 | 価値 や 実力 を 見 抜け る 
have an eye for 
hear, happen to learn 
本学 生 が 生活 の 中 で よく 耳 に する 言葉 は 「 ど う も 」 だ そう だ 。 f 時代 を 見 る 日 が あれ ば 、 ヒ ッ ト 商 品 を 次 々 と 生み 出せ る 。 
FS 3 か か た か S 
( 〇 「 今 年 は 新座 者 を 採用 し な い 企業 が 多い と 耳 に し た けど 、 本 当 ? e Ar rae HUN E A la 
) i 注 ) ネ ッ ト 事 業 : イン ター ネッ ト 関 係 の 事業 。 
S E: E. 
< 前 ペー ジ の 答 > ① 身 に 染み ② 身 に つけ ・ 身 に つい ⑫ 男性 A : A 社 が 危な いっ て 話 、 部 長 の ( ) て お いた ほう が いい よ 。 


CD 女性 : 私 、 あ の 歌手 人 気 が 出る と 思っ て いた の 。 意 外 と ( ) で し ょ ? 


男性 B : う ん 。 で も 、 自 然 に ( ) の も 時 間 の 問題 だ と 思う よ 。 
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| | 類 は 友 を 呼ぶ 一 慣 用 表現 の 分 類 あれ これ | | 


「 類 は 友 を 呼ぶ 」 と は 、 似 た 者 同士 が 自然 に 集まる こと 。 慣 用 表現 の 中 
に は 、 同 特徴 を も あっ た も の や 共通 点 の ある も の な ど が あり ます 。 中 に 
は 「 顔 が 広く て 」 二 つ 以 上 の グル ー プ に 入っ て いる も の も あり ます 。 


「 顔 」 を 使う も の 
支 人 間 の 体 の 一 部 を 使っ た 表現 は た くさ ん あり ます が 、 下 の よう な 
顔 は どん な 意味 を 表し て いる と 思い ます か 。 
いい 顔 を し な い [p.ie] 口 大 き な 顔 を する [p.21] 
顔 に 出る [p.24]】 口 涼し い 顔 [p.46] 澄 ま し た 顔 [p.47] 


( 日 本 の 伝統 や 文化 、 社 会 に 関係 する も の 

文 日 本 人 の 考え 方 を 表し た も の や 、 昔 か ら あ る 習慣 や 行動 な ど を 
基 に し て 作ら れ た も の な ど で す 。 

上 に は 上 が ある [p.19] 縁 が ある / 縁 が な い [p.20] 

鯖 を 読む [p.42] HOR & ^U Z [p.23] 

先手 を 打つ [p.50] ロー 人 相撲 を 取る lp 23] 


が 


数 字 を 使う も の 
云 皆さん の 国 で は 、 ど ん な 数 字 を 使い ます か 。 
一 息 入れ る [p.72】 ロロ ワン クッション 置く [p.101] 
ロー 人 相撲 を 取る [p. 73] — L]—2 A Ep. 18] 
V 二の舞 い [p.62] 十 人 十 色 [p.46] 


「 あ る 」 を 使う も の 

大 「 あ る 」 を 使う 場合 は 、 た に いて に い 、 そ れ が いい こと で あっ た 

り 、 認 め る と いう 意味 が あっ た りす る こと が 多い よう で す 。 
上 に は 上 が ある [p.19] 縁 が ある [p.20] 

気 が あ る [p.27] 品 見 る 目 が ある [p.83] 日 脈 が ある [p.83] 


「 上 下 左右 」 を 使う も の ^ 

大 上 下 左 右 と いっ て も 、 位 置 だ どけ で は な いよ う です 。 動 詞 の 

「 上 げ る 」 を 使っ た 場合 は 否定 的 な 意味 に な る よう で すね 。 
頭 が 上 が ら な い [p.13] 頭 を 下げ る ノ / 頭 が 下がる [p.14] 
上 に は 上 が ある [p.19] お 手 上 げ [p.23] 
肩 の 荷 を 下ろ d p.24] 音 を 上 げ る rp 66] 
口 悲 鳴 を 上 げ 5 [p.73] 口 目 の 上 の こぶ [p.92] 
I flit AL Co. 80] 右 に 出る 者 が な い [p.80] 


Fa 


否定 的 に 使わ れる も の 
娘 「 い い 」 や 「 う まい 」、「 大 きい 」 な ど 、 よ さそ うな 言葉 が 使っ 
て ある の に 、 意 味 と し て は 否定 的 に な り ま す 。 
大 き な お 世話 [p 21 日 気 が 強 い [p.29] ロ が うま い [p.34] 
口 心臓 が 強い [p.44] 口調 子 が いい [p.53] D] BR V Ep. 861 
に 口 要領 が いい ([p. 97] 


i 
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m 
O0 身 を 入れ る 


真剣 に 何 か に 取り 組む 。 

put one's heart into 

公子 供 の 話 を 、 身 を 入れ て 聞か な い 親 が 多く な っ て いる そう だ 。 
(や 「 試 験 前 な ん だ か ら も っ と 身 を 入れ て 勉強 し な いと ダメ だ そ ぞ 」 


NC 
joie 
mE むき に な る [=] 
| 
小さ きなこ と や つま ら な いこ と に 対し て 、 必 要 以 上 に 真剣 に 反応 する 。 
get ruffled (over something trivial) 
記者 の 質問 に 対し て 、 首 相 は 半ば せき に な っ て 反論 し て いた 。 
( ら 「 そ ん な に むき に な る な よ 。 軽 い 冗談 な ん だ か ら 」 
Son 
が 
D goes E 
し 
自分 の 利益 や 都合 だ け を 考え 、 行 動 し た り 相 手 に 要求 し た りす る 。 
be self-seeking 
O 氷 で 高い 給料 が も ら え る 仕事 に 就き た いと は 、 虫 が いい 。 
(> 「 論 文 に 名 前 だ け 載 せ て も ら う な ん て いう の は 、 虫 が よ す ぎる よ 」 
SC 


me <82・83 ペー ジ の 答 > ① 見 る 目 が ある  ② 耳 に 入れ ・ 耳 に 入る プ 耳 に する 
① 人 を 助け よう と し て 命 を 落と す な ん て 、 家 族 の 気持 ち を 思う と ( 


F 
D ROR EV E 
機嫌 が 悪く 19 79m e cess VE SS 
be in a bad mood 
人 は 「 虫 の 居所 が 悪い 」 と いう 理由 で 殺人 事件 が 起き る 時 代 だ 。 
(や 「 教 授 が あん な に 怒る な ん て 、 よ ほど 下 の 居所 が 悪かっ た の よ 」 
i ne 
p — 
L] 無 に する ノ 無 に な る [=] 
相手 の 親切 や 好意 な ど を 無駄 に す bo / AJIZ EREIZ 7e 5, 
let go to waste/come to nothing 
O RIODA, RTIUb5t TABTE bpo, 
( ら 「 ご 好意 を 無 に し て は 申し 訳 な い の で 、 あ り が た くち ょ うだ いし ます 」 
Me 
O 胸 が 痛む [-] Es) (S 


悲し みや 心配 で つら い 気 持ち に な る 。 

one's heart aches 

O 業 守 を 知り な が ら 販 売 を 続け た 会 社 側 は 胸 が 痛ま な か っ た の か 。 
(や 「 い じ め っ て 聞く と 、 私 も 昔 、 経 験 が ある か ら 胸 が 痛む の 」 


End 


me Q 男性 A : 32 X ! 綾子 さん と は 特別 な 関係 じゃ な いよ ! 友達 だ よ ! 


男性 BB : そん な に ( ) と ころ を 見 る と 、 ます ます 怪し い ぞ 。 
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P 
O 胸 を 打つ 


強く 感動 きせ る 。 心 を 打つ 。 


move, stir one's heart 


| よい も の を 見 分 ける 力 が 優れ て いる 。 

have an eye for, be a good judge of 
泥棒 は 目 が 高かっ た らし く 、 高 価 な 物 だ け を 次 ん で いっ た そう だ 。 
( 〇 「 お 客 き ま 、 お 目 が 高い で すね 。 ゴッホ の 初期 の 作品 を ん で す よ 」 


O 子 係 の 日 を 通し て 戦争 を 表現 し た 喘 画 は 、 多 く の 人 の 胸 を 打っ た 。 
( ら 「 こ の 小説 、 何 回 読ん で も 胸 を 打つ わ 」「 泣 いち ゃ う よ ね 」 


poet 


"III 


自信 を も っ て 堂々 と し て いる こと 。 


act proudly, do with confidence 


目 が な い 


の [—] Bree] る [+] 


① 物 事 を 判断 し た り 評 価 し た りす る 能力 が な い 。 
② 物 事 が と て も 好き 。 


① be no judge of ®© really love (something) 


拘 を 張っ て 自分 の 国 が 好き だ と 言え る こと は 素晴らし いこ と だ 。 


将来 を 見 通す 目 が な い 者 に と っ て は 、 こ れ か ら の 時 代 は 著しい だ ろう 。 
CO 「 優 勝 は 送 し た けど 自分 の 実力 は 出せ た し 、 胸 を 張っ て 帰れ ます 」 


(や 「 了 医者 に 止め られ て いる ん だ が 、 甘 い 物 に は 目 が な く て ……」 


N メ 
ea IE CC LCMDELEEECL. 360 pe 
O 目 か ら 鱗 が 落ち る O 目 が 離せ な い 
め う 2 こ お め は な 
hj * け に な 急 に Sa 意味 が わか う に À P 
^t きっ か け に な っ て 、 急 に 物事 の 真実 や 真 の 意味 が わか る よう ( 何 が 起こ る か わか ら ず 、 い つも 注意 し て いな けれ ば な ら な い 。 
; can't take one's eyes off 
be suddenly awakened to 
場 JU M > ーー s な い 
D weektH hk. ROI DIEB c cor 5. 株 式 市 場 は 秒 単位 で 動く か ら 、 一 時 も 目 が 離せ な い 。 
「 7 ZR Ad ET e D —73» D か ない ゝ 
Q 「『 て 形 』 ね え 。 日 本 人 の 僕 に は 、 目 か ら 鱗 が 落ち る 思い だ ね 」 ( ぺ "「 提 肥 し な きゃ な ら な い の に 、 サ ッ カ ー か ら 日 が 柳 せ な いよ 
いき Ns M 
m < 前 ペー ジ の 答 > ① 胸 が 痛む の ② む き に な る me ② 学生 A : 征 ご 飯 、 食 べ に 行か な い ? 
① オリ ン ピ ッ ク の 開会 式 で は 、 選 手 は ( ) て 行進 し た 。 — 学生 B : ご めん 、 こ の 実験 、 し ば らく ( ) ん だ 。 
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"3 


O 目 が 回 る oE e[-] [&3] O 


① 目 まい が する 。 ②⑳ と て も 忙し い 。 
(D be dizzy (2) be extremely busy 


| O めど が 立つ (めど が 付く ) 


予定 や 計画 が これ か ら ど うな る か 、 は っ きり する 。 

be in sight, have an idea of 

d) 地上 47 階 の 高層 ビル か ら 下 を 見 る と 日 が 回 る よう だ 。 

( ら 「 年 度 示 っ て 決算 で 、 毎 年 、 目 が 回 る よう な 忙し きだ よね 」 
注 ) 年 度 : 4 月 に 始ま り 3 月 に 終わ る 、 民 間 ・ 行 政 上 の 1 年 。 


住民 の 反対 に 遣い 、 原 子 力 発電 所 建設 の めど は 立っ て いな い 。 


( ら 「 卒 論 の めど が 立た な いと 、 和 卒業 旅行 の 日 程 も 決め られ な いよ 」 


Y 
p IN 
品目 先 を 変え る O 目 に 余る ez 
飽き きせ な いよ うに いつ も と 違う よう に する 。 MARAE TOTA To られ な く な る 。 
change the usual way, make a novel change unpardonable, too much to bear 
O 常に 目先 を 変え た 商品 開発 を し な いと 客 に 仙 き られ る 。 O りん か や 凌 力 な ど 、 電 車 の 中 で の 目 に 余る 行動 が 増え て きた 。 
(⑤「 明 日 の デー ト 、 た ま に は 目先 を 変え て 動物 園 に し な い ? a (⑤「 こ の ご ろ の 丸井 君 の 遅刻 、 目 に 余る も の が ある よ 」 
L J 
"di dE c 35 
LH 目 と 鼻 の 先 Ca] O 目 に 浮か ぶ [X 
と て も 近い 距離 の 所 。 目 に 見 える よう に 頭 の 中 に 描か れる 。 
be Very close can imagine 
4 飛行 機 は 、 空 港 まで 目 と 鼻 の 先 だ っ た が 、 悪 天候 の た め 引 き 返 し た 。 g 新婚 旅行 先 か ら 届 いた は が き に 、 幸 せな 二 人 の 姿 が 目 に 浮か ん だ 。 
(⑤「 大 学 は アパ ー ト か ら 目 と 鼻 の 先 な の に 、 毎 日 遅刻 し ちゃ うん だ 」 Q 「10 年 ぶり の 帰国 で すか 。 再 会 を 喜ぶ ご 両親 の 姿 が 目 に 浮か び ま すね 」 
X i D 


< 前 ペー ジ の 答 > ① 胸 を 張 つ  ② 目 が 離せ な い 
練習 


me ② 教授 : マン さん の 論文 、 賞 を 取っ た そう だ よ 。 
① 就職 の ( ) た の で 、 国 の 家族 を 呼ん で 一 緒 に 暮らそ うと 思い ます 。 = 


DF : KATI HGRARA(CA-o3dti. Hki ) ま す よ 。 


O 目 に 付く 


目立っ て 見 える 。 よく 見 掛け る 。 
stand out, catch one's attention 

d) 最近 、 駅 や 公園 で 、 楽 器 を 演奏 する 若者 グル ー プ が 目 に 付く 。 

Q 「 電 車 の 中 で 化粧 する 女性 が 目 に 付く けど 、 ち ょ っ と ね ……」 


に ーーー 


y^ 


口 目 の 上 の こぶ [一 | Ex 


活動 する 上 で 邪魔 に な る 存在 。 


be a nuisance, stand in one's way 


O save aeos Eo CHO bo z IEH, VERE. 
(9 「 新 し く 来 た 西 助手 っ て 優秀 で 、 北 先生 の 目 の 上 の こぶ だ っ て 


EB 


思い が け な い も の を 見 て 見 間違い で は な いか と 思う 。 


can't believe one's eyes 


O 温泉 も 、 外 国人 に と っ て 最初 は 目 を 疑う 光景 に 違い な い 。 
( 〇 「 日 本 人 は 乗り 物 の 中 で よく 寝 て ます よね 。 初め は 目 を 疑い まし た 」 


MS 


me < 前 ペー ジ の 答 > ① め ど が 立っ プ め ど が 付い | ② 目 に 浮か び 
① テロ の 様子 を 伝え る ニュ ー ス の 画面 に 人 々 は 自分 の ( 275. 
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に 
L| 目 を つぶ る [—] 
問題 が あっ て も 、 そ の 程度 な ら 仕方 が な いと し て 取り 上 げ ず に 見 逃す 。 
overlook, condone 
I 重なる 首相 の 失言 に 、 党 も 目 を つぶ る わけ に いか な く な っ た 。 
(や 「 ま ぁ 、 今 回 の ミス に は 目 を つぶ る けど 、 以 後 、 気 を つけ ろ よ 」 

"di IS C eir: 
—"—ITLU 


一 通り 見 る 。 ざっ と 見 る 。 

ひと と お 

skim over 

新聞 記者 は 、 他 社 の 新聞 に も 当然 目 を 通す 。 

| (や 「 日 本 語 で スピ ー チ する ん だ けど 、 原 稿 に 目 を 通し て くれ な い ? 」 


ONERE 
ETT 


好意 を も っ て 世話 を する こと 。 


take care of (someone) 


柚 の 面倒 を 見 る の は 家族 だ が 、 制 度 面 で の 支援 も 必要 だ 。 
( ら 「 ヤ ン さ ん 、 こ の ゼミ に 留学 生 が 二 人 入 る か ら 面 倒 を 見 て あげ て 」 
EE 


pas ② 学生 : 先生 、 先 日 提出 し た 研究 論文 で す が ……。 
— 教師 : ざっ と ( ) て お いた よ 。 な か な か よく で き て る じゃ な いか 。 


| O も の の 弾み 


偶然 。 そ の 場 の 勢い 。 
Ed 


by chance, on the spur of the moment 


O 本 人 は も の の 弾み だ っ た と し て いる が 、 つ い 本 音 が 出 た の だ ろう .。 
Q 「 コ ン パ で デー ト に 誘っ た ん だ けど 、 も の の 弾み だ っ た ん だ 」 


力 を 十分 に 出し て 役に立つ 。 効 果 が ある 。 


have an effect 


感情 が 表情 に 表れ る こと を 「 目 は 口 ほ ど に も の を いう 」 と いう 。 
O 「 日 本 で は 会 社名 や 肩書 き 、 出 身 校 が も の を いう ん だ よ 」 


ね た むせ 。 Wan 5. 


be jealous 


M 下 の 子 が 生ま れる と 上 の 子 は 焼き 餅 を 焼く こと が 多い 。 
(や 「 妻 が 焼き 餅 を 焼く ほど 、 夫 は も て な いわ よ 」「…… だ と いい けど 」 


Ne 


me く < 前 ペー ジ の 答 > ① 目 を 疑っ  ② 目 を 通し 
①1 回 くら い 負 けた か ら っ て ( ) な いで 。 チ ャ ンス は ある よ 。 
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f O や け を 起こ す ls 


思い 通り に な ら な く て 、 ど う で も いい と 投げ や りな 気持 ち に な る 。 
abandon oneself to despair 

必 人 大事 の 原因 は 、 リ スト ラ さ きれ や け を 起こ し た 犯人 の 放火 だ っ た 。 
(や 「1 回 や 2 回 の 失敗 で や け を 起こ す な よ 」 


C adt = 


余計 な こと を し て か えっ て 悪い 結果 を 招く こと 。 


stir up a hornet's nest 


O 他 園 の 紛争 に 口 を 出す と 、 逆 に や よぶ 蛇 に な る こと も ある 。 


( ぷ 「 先 生 に 質問 し た ら 、 昨 日 欠席 し た の ば れ ち ゃ っ た 」「 や ぶ 蛇 ね 」 
注 ) ば れる : 隠し て お いた こと を 知ら れ て し まう 。 


E : 
ヤマ 場 を 迎え る Ed 


最高 潮 の 場面 また は も っ と も 重大 な 段階 に な る 。 


reach the climax 


O EMOTEN, 街頭 演説 や 家伝 カー な ど 各 先 と も 必死 だ 。 
CO TAERE? じゃ 、 そ ろ そ ろ 人 卒論 の ヤマ 場 を と 迎え る ころ だ ね 」 


m ② 男 性 A :( ) で 言っ た 僕 の アイ デア が 採用 され ちゃ っ た よ 。 
一 男性 B : 広告 業界 は 新 し さ と 珍し さ が ( ) 世 界 だ か ら ね 。 
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[ D や む を 得 ず E] 


ES 
be forced to, have no choice but to 
d 雨 の た め 、 ス ポー ツ 大 会 は や む を 得 ず 中 止 と な っ た 。 


Q 『 今 回 は 追跡 調査 まで は 無理 だ ね 」「 時 間 が な いか ら や む を 得 ず さ . 
注 ) 追跡 調査 : 実験 や 調査 を し た 後 の 状況 を 見 る た め に 行う 調査 。 


O 融通 が 利く [t] © 


ゆう ず う き 


= 


状況 に 応じ て 物事 を 適当 に 処理 で きる 。 

flexible 

p 「 お 役所 仕事 」 は 原則 に と ら わ れ て 融通 が 利 か な いこ と が 多い 。 

( 〇 「 信 学期 は 履修 科目 が 少な く て 時 間 の 融通 が 利く か ら 、 バ イト する ん だ 」 


V 


T が 覚め る 


ゆめ 


現実 に 合っ た 考え 方 を する よう に な る 。 

wake up to reality 
d) \ 生 も 茂 し い 就職 活動 を 目の当たり に し て 、 夢 が 覚め た よう だ 。 
(⑤「 子 供 が で きた と きか な 、 夢 が 覚め て 現実 的 に な っ た の は 」 


C 


mE < 前 ペー ジ の 答 > ① や け を 起こ さ ② も の の 弾み ・ も の を いう 


① 女性 : カレ 、 収 入 も 学歴 も バッ チリ 。( 
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) も う 少 し 背 が 高い と …… 


"II 
空想 に ふけ る 。 理 想 な ど を 思い 描く 。 
dream 
学生 時 代 は 夢 を 見 、 社 会 に 出 て 現実 を 知る 。 
(や 「 室 くじ で 3 億 当て る ? 何 、 夢 を 見 て る の よ 」 
ーー 
x 
D 要領 が いい Fes] 
自分 の 利益 の た め に 、 効 率 よ く 物 事 を 行う 。 
shrewd, be able to get things done 
作 要領 が いい 人 は 仕事 が 速い 。 し か し 、 人 生 は 要領 だ け で は な い 。 
(や 「 丸 井 さ ん っ て 要領 が いい わけ じゃ な いけ ど 、 誠 実 よね 」 
a 
e 
O 欲 を 言え ば [LES m 


今 の 程度 で 十分 満足 だ が が 、 さ ら に 完璧 を 目指 す た め の 意見 を 述べ る 。 
ask for a little more (regarding something good) 

d) 日 本 の 車 は 性 能 が いい が 、 欲 を 言え ば 個性 に 欠け る 。 

(や 「 い い 研 究 だ ね 。 欲 を 言 を ば も う 少 し サン プル 数 が 欲し いね 」 


に 


pas OFEA : 今度 の 日 本 語 会 話 ク ラス 、 先 生 、 変 わっ た ん だ っ て ? 
学生 B : そう 。 田 中 先生 が 急 に 入院 し た か ら ( ) ら し いよ 。 
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T 
[] 横 に な る 


体 を 横 た え て (一 時 的 に ) 休 む 、 寝 る 。 
lie down, rest 

d) 横 に な る 吸 も な い ほ ど 多 忙 で 、 過 労 で 倒れ て し まう 人 も いる 。 
(つら 「 疲 れ て いる みた いよ 。 だ れ も 来 な いか ら 、 ち ょ っ と 横 に な っ た ら 」 


O 横道 に それ る [551 


話 が 本 来 の 目的 や 意図 か ら 外 れ 、 別 の 話題 に 移っ て し まう 。 
digress 

d) 話し 合い が 横道 に それ な いよ うに する の が 議長 の 役 日 だ 。 
( ら 「 西 先生 の 講義 っ て すぐ 横道 に それ る けど 、 面 白い よ 」 


Ni 


ag 読み が 深い D 


① 表 面 に 表れ て いな い 意 味 ま で し っ か りつ か ん で いる 。 
② 先 まで 十分 見 通し て いる 。 


O be very perceptive — Q have keen insight 


d) oM. 2I tb VP DR DBRURCDE SRo 1 
ほう か い X à 


i 注 ) バ ブル 月 壊 : 1990 年 代 初め に 日 本 経済 が 一 気 に 悪 化し た こと 。 


( 〇 「 教 授 が 窓 見 て る と き は ご 機嫌 OK よ 」「 さ す が 秘 書 ! 読み が 深い 


< 前 ペー ジ の 答 > ① 欲 を 言え ば  ② や む を 得 ず 


(D 国会 は 与党 と 野党 の 意見 が 対立 し て ( ) 状 態 が 続い て いる 。 
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[-] ka] 


困っ た こと や 菩 労 に 耐え られ な いで あき さら め た り 気 の 弱い こと を 言う 。 
whine, complain 

必 いっ つも は 強気 の A 選手 だ が 、 今 回 の 成績 に は 翌 音 を 吐い て いた 。 
(③「 こ の ぐら い の 練 習 で 明 音 を 吐く よう じゃ 、 や っ て いけ な い ぞ 」 


NS y 
ーー 

口 ラス トス パー ト を か ける 

物事 の 終わ り が 近づき 、 最 後に 大 き な 力 を 出し て が ん ば る こと 。 

give a final burst of energy 

12 月 中 名 、 財 務 省 で は 予算 案 作成 に ラス トス ペー ト を か ける 。 

(や 「 ヤ ン さ ん 、 卒 業 試験 、 ラ スト スペ パート を か ける 時 期 だ ね 」 
SET J^ 
a. ps 

» "H ヽ た か に 
[] 555 月 か な い [=] 


期待 通り 物事 が 先 へ 進ま ず 決 まり が つか な い 。 


not get anywhere 


疹 入間 題 に 関す る 日 米 会 議 は らち が 明か ず 、 次 回 に 持ち 越 さ れ た 。 


i (や 「 君 で は らち が 明か な い 。 責任 者 を 呼び た まえ 」 


me OFEA: これ 、 絶 対 試験 に 出る よ 。 先 生 、 説 明 を 2 度 繰 り 返し た も の 。 
= 学生 B : さす が 、( Jag VIE eX Oviz-ogs- ROC 31995 
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[—] Bien] 


訳 が わか ら な い 。 納得 で き な い 。 


な っ 
cant understand 


d) 最近 、 わ れ われ 一 般 人 に は 理解 に 苦し む 犯罪 が 増え て いる 。 
(③④『「 最 近 の 若い 子 の ファ ッ シ ョ ン っ て 、 時 々 理解 に 苦し む よ 」 


機 応 E 
& B» 


その 場 の 状況 に 応じ て 柔軟 に 対応 を 変え る 。 

as the occasion demands 

O サー ビス 業 で は 特に 臨機 応変 に 行動 で きる 者 が 求め られ る 。 

( 〇 「 明 日 の 会 議 、 議 長 頼む よ 。 意 見 が 割れ そう だ か ら 臨 機 応 変 に ね 」 


[-] E3] 


笑っ て 済ま され る 小さ い 問 題 で は な い 。 

not be a laughing matter 
f いし め は 笑い 事 で は な い 深 刻 な 問題 だ 。 遊 び で は 済ま され な い 。 
(⑤「 う ちの 主人 、 お 湯 も 沸か せな い の 。 笑 い 事 じ し ゃ な いわ よね 」 


A AE 
me < 前 ペー ジ の 管 〉 ① ら ち が 明 か な い 読み が 深い 
(D 女人 性 : 一 体 、 どう し て ? あん な 素敵 な カレ を ふる な ん て ( 
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) わ 。 


( L1] 割り 切る / 割 り 切 れ な い 


自分 で 自分 を 納得 させ る 。 納得 で き な く て 気持 ち が す っ きり し な い 。 
can accept/can't accept 

O 突然 リス トラ を 宣告 され た 社員 は 割り 切れ な い 思い が ある だ ろう 。 
(⑤「 バ イト は つま ん な いけ ど 、 生 活 の た め だ っ て 割り 切っ て る の 」 


いき 
E 輸 を 掛け る 


TEM 
[+] ン |] 革 測 " 


E 
KE 


程度 が も っ と 大 きい 様子 。 
be even more (so) 
人 年 の 株 価 は 去年 に 輪 を 掛け て 交 ち 込み そう だ 。 
(や 「 僕 も 飲め る ほう だ けど 、 森 先生 は それ に 輪 を 掛け た 大 酒飲み だ よ 」 


O ワン クッ ショ ン 置 く 


2 


物事 が うま くい く よ う に 、 間 に 一 段階 入れ る 。 

go through someone 

事 攻 の 示談 変 渉 は ワン クッ ショ ン 置 く た め に 保険 会 社 が 代行 する 。 

(9 「 直 接 言 う よ り ワン クッ ショ ン 置 いて だ れ か に 言っ て も ら え ば ?」 
注 ) 示談 も め 事 を 裁判 で は な く 、 話 し 合い で 解決 する こと 。 


Ns 


E 


② 学生 : 就職 難 と いっ て も 、 ど ん な 仕事 で も いい と は ( 用 
< 本 ペー ジ の 答 > ① 理 解 に 苦し む ② 割 り 切 れ な い 
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| | この 表現 か ら 日 本 人 が 見 える | | 


本 文 全体 の 復習 で す 


慣用 表現 か ら 、 日 本 人 の 道徳 観 、 倫 理 観 が 表 き れ て いる も の を 
挙げ て みみ まし ょ 3 う 。 


く 日 本 人 が 嫌い な 3 つの 「 い い 」> 


CD 調子 が いい [p.53] 
② d xs vo vat. 86] 
③ 要領 が いい [p.97] 


これ ら は 、 す べ て 「 い い 」 が つき ます が 、 実 は そう いう 人 に 対 
し て は ほ は 「 よ く な い 」 と 思っ て いる の で す 。 そ の ほか に 、 間 朋 詳 性 
い [p.34]、 図 に 乗る [p.47]、 抜 け 目 が な い [p.63] な ども 、 一 見 プラ ス の 
意味 に 思え を ます が 、 実 際 は 人 物 を 批判 する 表現 で す 。「 う まい 」 が 
CASALE [NS と は 考え な いで くだ さい ね 。 

EG ろ で 、 日 本 人 は 相手 を 直接 批判 する こと は あま り 好 き で は 
あり ませ ん 。 そ れ は 、「 お せっ か い を や く [p.22】 の は や め よ う 」 と 思 
っ て 相手 を 大 目 に 見 る [p.21 こ と が 多い か ら で す 。 意見 を 聞い た ら 
言葉 を 濁し て [p.40]1 し まう 人 が 多い の も 、 直 接 の 批 判 を 居 け て いる 
か ら な の で す 。 

あな た の 国 に も 同じ よう な 表現 が あり ます か 。 そ の 表現 は よく 
使わ れ ま すか 。 そ の 背景 に は 、 ど ん な 人 間 和 観 が あり ます か 。 

日 本 の 社会 は 少し ずつ 変化 し て いま す 。 こ の 表現 の 価値 観 も 変 
わっ て くる か も し れ ま せん ね 。 
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